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序

本書は、平成15年度に行った共同住宅建設に先立つ埋蔵文化財調査記録に関

する報告書です。

今回報告しております調査は、太宰府市の市街地を広く取り込む大宰府条坊

跡の一角に所在し、大宰府官制成立から廃絶時期に位置づけられる奈良時代か

ら平安時代にかけての人々の生活の跡を記録することができました。特に遺跡

名称、になっている街割りの跡としての道路、いわば条坊痕跡が確認され、加え

て土地整備行為としての整地層および整地事業時の建物と考えられる遺構が検

出されるなど、条坊施工の時代背景を考える上で貴重な成果を得ることができ

ました。

本書が文化財保護として実施された記録としてはもとより、文化財への理解

と認識を深める一助となり、広く活用されることを心より願います。

最後になりましたが、文化財保護行政に対してご理解いただきました地権者

の皆様をはじめ、関係されました諸機関の皆様方に心からお礼申し上げます。

一-1一一

平成16年 3月

太宰府市教育委員会

教育長関敏治



例目

1 .本書は、大宰府条坊跡第230次調査の埋蔵文化財発掘調査報告書である O

2.調査地点は太宰府市通古賀 4丁目67番に所在し、調査対象面積は487.48ぱ、調査面積は207.50m
2で、

ある O 調査は平成15年10月7日から12月15日にかけて実施した。

3.発掘調査は、太宰府市教育委員会の指導のもとに、(株)玉川文化財研究所(所長戸田哲也)が行

った。

4.遺構の実測図作成および写真撮影は、北平朗久・香川達郎が行い、調査地の空中写真は(有)空中

写真企画が行った。

5. 遺構実測の基準点は、国土調査法第H座標系を基準としている O よって報告書に示す方位はすべて

座標北 (G. N) を指している O なお、現地周辺の磁北は座標北から 6
0

30//西偏する O

6.本書に掲載した遺構番号は、以下の要領で理解される O なお、本書中では遺構略称、の「条」を基本

的に省略している O

ぶム数~~番号
7.報告書作成業務は、(株)玉川文化財研究所において行った。

8.本書の執筆は、戸田哲也・河合英夫の指導のもとに北平朗久が行ったが、溝 (230SD025)出土の金

属製品と土坑 (230SK040)出土の有機化合物の分析については太宰府市教育委員会の下川可容子が

担当し、その報告を付編として掲載した。

9.写真図版(カラー)については付属のCD-ROMに収容している O 詳細はCD-ROM内のテキ

ストデータ「はじめにお読み下さい」を参照のこと O

10. 出土遺物および図面・写真等の記録類は、太宰府市教育委員会が保管し、公開・活用していく予定

である O

11.本報告書で用いた土器・陶磁器・瓦・硯の分類基準は以下の文献による O

太宰府市教育委員会 1983 r大宰府条坊跡IIj

太宰府市教育委員会 1992 r宮ノ本遺跡ll-窯跡篇-j

太宰府市教育委員会 2000 r大宰府条坊跡あrj 

石松好雄・高橋 章 1978 I大宰府出土の瓦について(二)Jr九州歴史資料館研究論集4j

横田賢次郎 1983 I福岡県内出土の硯について一分類と編年に関する一試案-J r九州歴史資料館

研究論集 9j

12.本報告書で記載する時期区分については、下記の文献による O

山本信夫 1992 I大宰府Jr第 l回古代土器研究会資料J
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1 .位置と環境

太宰府市は福岡平野の南東部に位置し、北から東にかけては三郡山系の四王寺山、愛獄山、宝満山な

どの山々が連なり、西には牛頚山、矢岳、城山などの牛頚低山地から続く背振山系が控える O その両山

系に図まれ袋状の小平野を形成し、盆地的な様相を呈している O

市内には大佐野川、鷺田川、御笠川が流れ、通古賀付近で合流して御笠川となり、牛頚川などの幾つ

かの河川と合流しながら福岡平野を北流し、博多湾へと注ぐ。

今回報告する大宰府条坊跡第230次調査は、鷺田JIIと御笠川に挟まれた鷺田川右岸の氾濫低地に立地

し、標高は現地表面で約29.3mを測る O

大宰府条坊跡は、鏡山猛氏の『大宰府都城の研究j(1968)によって存在が指摘され、条坊復元案の

提示により世に知られることとなった。その規模は南北二十二条(約2.4km)、東西十二坊(約2.6km)

におよび、現在の太宰府市と筑紫野市にまたがっている O

大宰府条坊跡の発掘調査による確認作業は、昭和43(1968)年の大宰府史跡の調査以降、福岡県教育

委員会、九州歴史資料館、太宰府市教育委員会、筑紫野市教育委員会によって長年にわたって行われ、

数多くの所見が得られたが、問題点も多く提起されてきた。今回の調査で230次を数える O

今回の調査地は右郭十一条五坊(以下、条坊の位置については、特記しない限り鏡山案を用いる)に

あたると推定され、事前に太宰府市教育委員会による確認調査が実施された。その結果、平安時代の土

坑などが検出されたが、当該地周辺は鷺田川の氾濫域と推測され、隣接地の調査(大宰府条坊跡第98次)

国道3号線

第 1図調査地点概念図 (1/40，000 ....調査地)
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と同様に遺構の密度は薄いと考えられた。しかし予想に反し、奈良時代前半の掘立柱建物や整地層、平

安時代の条路側溝、坊路側溝、掘立柱建物、井戸、土坑など多くの遺構が検出された。これらの遺構は、

比較的良好な遺存状態で発見され、今回の調査によって大宰府条坊の復元にあたって新たな資料が追加

されたことは大きな成果と考える O

調査組織πu 

調査・整理を実施した平成15年度の調査組織は以下のとおりである O

太宰府市教育委員会調査組織

(平成15/2003年度)

総括 教育長

庶務 教育部長

文化財課長

文化財保護係長

(保護活用係)

文化財調査係長

(調査係)

事務主査

主任主事

主任主査

技術主査

ム口、
V
J
1

美

信 (----15年6月30日)

信(15年7月1日--)

稔(--15年9月30日)

彰朗 (15年10月l日--)

泰人

敬介

康利

信楽

憶次郎(確認および本調査・整理担当)

信正
必与

ナ

敏

純

和

敏

元

τき「
フ己

可容子

レイ子

智子

石

村

田

山

原

尾

井

石

戸

村

島

上

橋

崎

川

田

保

関

白

木

和

久

神

永

藤

大

城

山

中

井

高

宮

下

森

柳

渡

市
川
叩

・白

H-
技任主

調査

(嘱託)技師

漫

也

夫

豊

郎(調査担当)

久(調査・整理担当)

郎

彦
:::1:: 
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哲

英

達

朗

竜

昭

甚

(株)玉川文化財研究所太宰府調査組織

所 長 戸 田

調査研究部長 河合

主任研究員 中山

主任研究員 香川

研究員 北平

研究員 佐々木

研究員 前 川

調査員 伊東



m↓} 
第2図 大宰府条坊跡第230次調査地点位置図 (1/2，500)
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ill.調査経緯

今回の調査は、太宰府市通古賀 4丁目67番に計画された共同住宅建設に伴う埋蔵文化財の事前調査で

ある O 当該地は大宰府条坊跡内に所在することから太宰府市教育委員会が確認調査を実施し、平安時代

の遺構が検出されたことから、大宰府条坊跡第230次調査として本格調査が行われる運ぴとなった。

調査対象面積は487.48m
2
、調査実施面積は207.50ばであり、現地での調査期間は平成15年10月7日か

ら12月15日までの約 2ヵ月間である O

今回の調査地点の北西側と南西側には道路が走り、北東側には住宅および工場が近接していることか

ら安全面を考慮し、セットバックを充分にとり、壁面の崩落防止などを考えて調査区の壁は傾斜をつけ

て掘削した。したがって、遺構調査面積は最終的に207.50ばである O

平成15年10月16日に重機を搬入、翌17日から重機による表土剥ぎから開始し、作業の効率化を図るた

め遺構確認面(地表下1.5---1. 8m)まで重機を用いることとした。表土掘削中に調査区の北東壁から南

東壁にかけて南北方向に構築された区画調整前の地境と推定されるコンクリ-ト擁壁が残存していたた

め、遺構に配慮しながら重機によって取り壊しを行った。また、事業区域が狭く、土砂置き場の確保が

困難であったことから、発生した土砂は搬出した。重機での作業が終了した時点で、調査区内に 3m方

眼を基本とするグリッドの設定と遺構の検出作業を行い、その後縮尺 1/100の略測図を作成し、記載

済みの遺構から順次、掘削作業を開始したO 遺物は土層ごとに取り上げを行い、遺構の完掘後に写真撮

影と縮尺 1/20の遺構全体図を作成した。遺構の状況によって適宜縮尺 1/20と1/10の個別図も作成

し、 11月18日には空中からの全体写真撮影を実施している O

また、遺構調査中に整地層が確認され、上面(第 I面)の調査が終了した11月26日に再び重機を搬入

して整地層の掘削を開始した。発生した土砂は搬出が不可能なことから場内処理とし、調査区の南東側

に集積した。下面(第E面)も上面(第 I面)と同様に略測図・遺構全体図・個別図の作成と写真撮影

を行い、その後、基盤層の砂層までのトレンチ調査を実施

した。 12月9日にはトレンチ調査が終了し、翌日より搬出

した土砂により埋め戻し作業を開始し、 12月15日の重機搬

出をもって現地におけるすべての作業を完了している。

発見された主な遺構は、第 I面では奈良時代後期~平安

時代の道路側溝、掘立柱建物、柵列、井戸、土坑、たまり

状遺構、小穴群、第E面では古墳時代後期~奈良時代前半

1V.調査方法

の掘立柱建物、土坑、小穴群である O

-4 -

X=+56010，引
。1

Cコl
cコl
て:1"1

L()' 
更す

11 
〉

0
5
3
1

斗

〉
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v.層位

今回の調査区は鷺田川右岸の氾濫低地に立地するが、現在では盛土されて平坦にならされている O 盛

土は黄褐色土(1層)で、層厚は1.1-----1.5mを測る O それを除去すると昭和の後半まで耕作が行われて

いたと考えられる水困層の青灰色土 (3層)・灰色土 (4層)・赤褐色土(5層)が現れ、層厚は10-----60

cmを測る O その下面には褐色土 (25層)の整地層が調査区の大半で観察され、この面が遺構検出面の第

I面である O さらに整地層を剥がすと鷺田川の氾濫に起因すると推定される灰褐色土 (28層)・暗灰色

土 (30層)・黒色土 (31層)・褐色土が観察され、中央部には黄褐色砂 (36層)が堆積する O この面が遺

構検出面の第H面である O

さらに砂層の状態を調べるために調査区の北東壁でトレンチ調査を実施した。調査区の中央部では黄

褐色砂が自然堤防状に盛り上がり、北側は緩やかな傾斜を持つ。南側は急傾斜で落ち込み、河道の様相

を呈していることが判明したO

企ー 29.7m 北東壁

斗

B 29.7m 南東壁

11 
3m 

斗

22 21 22 21 22 20 19 20 

30 

コンクリートブ口ック 8 

第6図 条230次基本土層実測図 (1/100)
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基本土層土層説明(第 6図)

l層黄褐色土 表土。(盛土層)

2層灰白色土 撹乱。(コンクリートブロック主体)

3層青灰色土 耕作土。

4層灰色土

5層赤褐色土

6層明灰色土

7層暗灰色土

8層灰褐色土

9層明灰色土

10層明褐色土

11層灰褐色土

12層明灰色土

13層階灰色土

14層褐色土

15層暗灰色土

16層赤褐色土

17層暗灰色土

耕作土。 (3・4層水困層)

耕作土。(水田田床)

焼土および炭化物粒子を少量、黄褐色土を塊状に微量含む。 (230SX008)

焼土粒子を微量、炭化物粒子を少量、褐色土を斑紋状に含む。

炭化物粒子を微量含む。(7・8層 230SD010) 

炭化物粒子を微量含む。

焼土および炭化物粒子を微量含む。 (9・10層 230SD003) 

焼土および炭化物粒子を少量含み、層全体に酸化鉄が斑紋状に広がる o(230SD015) 

炭化物粒子を微量含む。

焼土および炭化物粒子を微量含む。

褐色土を塊状に多量含む。(12----14層 230SK004) 

焼土および炭化物粒子と褐色土を斑紋状に含む。 (230SX024)

焼土および遺物を多量含む。 (230SX007)

焼土粒子を少量含む。

18層黒灰色土 黄灰色砂を斑紋状に微量含む。 (17・18層 230SX053)

19層 暗灰色土 焼土および炭化物粒子と灰褐色土を斑紋状に少量含む。 (230SD030)

20層 階灰褐色土焼土・炭化物粒子を含む。 (230SX070)

21層 暗灰褐色土灰褐色土を塊状・斑紋状に含む。 (230SX052)

22層 暗灰褐色土 炭化物粒子を微量、灰褐色土を斑紋状に含む。 (230SX049)

23層暗灰色土

24層暗灰色土

25層褐色土

26層明灰色土

27層灰白色土

28層灰褐色土

29層灰白色土

30層暗灰色土

31層黒色土

32層黒灰色土

33層褐色土

34層青灰色土

35層灰褐色土

36層黄褐色砂

37層黄褐色砂

炭化物粒子を微量、褐色土を斑紋状に少量含む。

炭化物粒子を少量、褐色土を斑紋状に微量含み、色調暗い。 (23・24層 230SD025) 

小磯を含み、酸化鉄が斑紋状に広がる o (整地層)

酸化鉄を斑紋状に含む。

小磯を少量、灰色土および酸化鉄を斑紋状に含む。 (230SK095)

酸化鉄を斑紋状に少量含む。

灰褐色土を斑紋状に含む。

下位に灰白色細砂が薄層を形成する O

下位に灰褐色砂を少量含む。

小磯および炭化物粒子を少量含む。

酸化鉄を斑紋状に含む。

酸化鉄が斑紋状に広がる O

酸化鉄が斑紋状に広がる O

酸化気味で、粘性を欠く。

36層に比べ、粒子が粗い。
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VI.調査の概要

1 .遺構

今回の調査では 2面の生活面が確認され、第 I面からは溝6条、掘立柱建物 1棟、柵列 2列、井戸4

基、土坑7基、集石状の遺構 1基、たまり状遺構、小穴群、第E面からは溝 l条、掘立柱建物 3棟、土

坑 l基、小穴群が検出されている O 調査区の南側は撹乱によって遺構が壊された部分もあり、少なから

ず調査に影響を与えている O

1 )道路

調査区の中央から南側にかけて第 I面では溝6条を検出し、その中で4条はその配置から大宰府条坊

の東西路(条路)の南側側溝 (230SD025) と北側側溝 (230SD030)および南北路(坊路)の西側側溝

(230SD003・015)にあたるものと推定されたO 条路の両側側溝聞について硬化面などの路面に関連す

る施設を想定して精査を行ったが、遺構聞の重複および後世の削平などの影響によって失われたものと

考えられる O 両側側溝の心々聞の距離は8.4----8.7mを測る。

23080025 (第 7図、図版3) 

調査区の南側に位置し、 D2から C4区にかけて東西に走る O 東側は途切れ、西側は調査区外に展開

する O 東側と中央部は井戸 (230SE002 . 006) との重複により壊され、西側の一部は撹乱の影響により

消失している O 最終的に検出された範囲は、長さ7.75m、最大幅185cm、深さ 5'""-'45cmを測り、走向は

中軸線でN-83
0

--，-Wを指針する O 溝の中軸線と政庁の南門中心点との距離は698.68'""-'699. 38m [平均

値699.03m.2355小尺(1小尺キ0.297mで、計算)Jを測る O 底面(中軸線上)の標高は東端で27.37m、

中央部で27.25m、西端では27.14mを測り、西側に傾斜している O 覆土は暗灰色土が2層に区分された

が層相の変化に乏しく、出土した遺物は平安前期末から中期初頭(大宰府珊期)を主体とする O

23080030 (第 7図、図版4)

調査区のほぼ中央に位置し、 F4から E5区にかけて東西に走る O 東側は調査区外に展開し、西側は

消失している O 最終的に検出された範闘は、長さ3.8m、幅45'""-'60cm、深さ 5'""-' 16cmを測り、走向は中

軸線でN-91
0 

- Eを指針する O 溝の中軸線と政庁の南門中心点との距離は690.03m(2324小尺)を測

るO 底面(中軸線上)の標高は東端で27.54m、中央部で27.59m、西端では27.64mを測り、わずかに

東側に傾斜している O 覆土は暗灰色土の単層で、出土した遺物は平安前期末から中期初頭(大宰府四期)

を主体とする O

23080003 (第 7図)

調査区南東端のD1区を中心に位置し、南北に走る O 両端は調査区外に展開している O 最終的に検出

された範囲は、長さ3.3m、幅100cm、深さ35----45cmを測り、走向は中軸線でN-3
0

-Wを指針する O

溝の中軸線と政庁中軸線からの距離は561.77 '""-'561. 87m (平均値561.82m・1890/J、尺)を測る O 底面

(中軸線上)の標高は北端で27.12m、南端では27.08mを測り、わずかに南側に傾斜している O 覆土は

明灰色土(上層)と明褐色土(下層)で構成され、遺物は平安中期から後期の土器が出土している O

- 9 -



23080015 (第 7図)

調査区南東端のD1区を中心に位置する O 南北に走り、両端は調査区外に展開している O 上述の溝230

SD003と重なり検出され、同一遺構の可能性も考えられるが、覆土に明瞭な差異が認められることから、

ここでは別の遺構として扱っている O 最終的に検出された範囲は、長さ2.5m、幅55--72cm、深さ12--

27cmを測り、走向は中軸線でN-2
0

-Eを指針する O 溝の中軸線と政庁中軸線からの距離は561.67--

561. 87m (平均値561.77m . 1890小尺)を測る O 底面(中軸線上)の標高は北端で27.01m、南端では

26.98mを測り、わずかに南側が低い。覆土は灰褐色土で構成されるが、遺物は出土していない。

2 )溝

第 I面では調査区の中央から南側にかけて溝 6条を検出し、その中で 4条はその配置から大宰府条坊

の東西路(条路)と南北路(坊路)の側溝にあたると推定した。ここでは残り 2条 (230SD010・075)

と第E面で検出された l条 (230SDl12)の溝について報告する O

23080010 (第 7図)

調査区の南東端に位置し、 C1から D2区にかけておおむね南北に走るが、 D1区で途切れる O 南側

と北側に分かれ、北側の溝は東側に「く Jの字状に折れる O 北端は調査区外に展開し、南端は調査区の

壁際で立ち上がる O 最終的に検出された範囲は、北側の溝で長さ1.45m、最大幅135cm、深さは20cmほ

どを測り、走向は中軸線でN-41
0 

- Eを指針する O 底面(中軸線上)の標高は北端で27.12m、南端で

は27.10mを測り、わずかに南側が低い。南側の溝は長さ3.6m、幅40--100cm、深さ26--52cmを測り、

走向は中軸線でN-4
0

-Eを指針する O 底面(中軸線上)の標高は北端で27.18m、南端では27.21m

を測り、凹凸が認められる O 断面はおおむね逆台形を呈する O 覆土は暗灰色土と灰褐色土に区分され、

出土遺物は平安時代前期を主体にしている O また、本遺構の南側の溝は前述の溝 (230SD003・015) と

ほぼ平行関係にあることから道路側溝の可能性も考える必要がある O

23080075 (第4図)

調査区のほぼ中央に位置し、 E4・5区で検出され、基本的には東西に走る O 東側は途切れ、西側は

土坑 (230SK041)により壊されている O また部分的に小穴群とも重複し、残存状態は良好ではない。

最終的に検出された範囲は、長さ2.8m、幅35--50cm、深さは10cmほどを測り、走向は中軸線でN-65
0

-wを指針する O 底面(中軸線上)の標高は東端で27.38m、西端では27.45mを測り、わずかに東側に

傾斜している O 断面は逆台形を呈する O 覆土は明灰色土で構成され、出土した遺物は平安前期(大宰府

VIb期)を主体とする O

23080112 (第 5図)

第H面から検出された唯一の溝である O 調査区中央の西側に位置し、 D6から E7区にかけておおむ

ね南北方向に走る O 両端は途切れ、一部は第 I面の土坑 (230SK040)に壊されている O 規模は長さ4.85

m、幅40--85cm、深さは 5--12cmを測り、走向は中軸線でN-18
0

-Wを指針する O 底面(中軸線上)

の標高は北端で27.18m、南端では27.12mを測り、わずかに南側に傾斜している O 断面は逆台形を呈す

るO 覆土は灰褐色土(砂質)で構成され、遺物は土師器の小破片が出土したのみである O
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3 )掘立柱建物

今回の調査で検出された掘立柱建物は 4棟で、第 I面から l棟 (230SB050)、第2面からは 3棟 (230

SB090・100・110)が発見されている O 第H面の230SB100とSB110は軸線がほぼ同じで、重複する柱穴

も認められることから建て替えが行われた可能性が考えられる O また、230SB090は柱穴2本の検出であ

るが、柱穴内から根回め石と考えられる磯が出土しており、 230SB100とSB110との配置関係から掘立柱

建物と推定している O

23088050 (第8図、図版4)

調査区の北西側に位置し、 F6----8区を中心に検出された。多くの遺構と重複するが、直接的な重複

関係にあるのは土坑 (230SK045)のみであり、本遺構が古い。調査区の制約から南西隅の柱穴は検出

されていないが、梁行2間×桁行3聞の東西棟の側柱建物と推定される O 柱心々間の桁行総長は5.4m、

梁行総長は3.0mを測る O 桁行の柱間はすべてl.8m (6小尺)等間で収まり、東側梁行はl.5m (5小

尺)等問、西側梁行の h----i聞はl.8m (6小尺)である。主軸方位は桁行(柱穴 e----h間)を基準と

すると N-89
0 

- Eを指針する O 柱穴の掘り方は楕円形を呈し、規模は長径で、32----50cm、深さは23----36

cmを測る O 覆土は暗灰色土と明灰色土で構成されている O

23088090 (第9図、図版4・5) 

調査区中央のやや南に位置し、 D4区を中心に検出された。調査区の制約と撹乱の影響により検出し

得た柱穴は 2本であるが、柱穴 aからは根固め石と考えられる機が出土し、北側に展開する掘立柱建物

(230SB100・110) と軸線がほぼ一致することから、ここでは掘立柱建物として扱っている O 形態およ

び規模は不明であるが、柱穴間 (a~ b)の距離は心々で2.1m(7小尺)を測る O 主軸方位は柱穴 a

----bを基準とすると N-85
0

-Wを指針する O 柱穴の掘り方は略円形または楕円形を呈し、規模は長径

で38cmと83cm、深さは30cmほどを測る O 覆土は灰褐色土と灰黄褐色土で構成されている O

23088100 (第9図、図版5)

調査区のほぼ中央に位置し、 D.E4----6区から検出された。掘立柱建物 (230SBIIO)の一部を壊し

て構築されている O 梁行2間×桁行3聞の東西棟の側柱建物で、桁行総長は3.9m、梁行総長は3.6mを

測る O 北側桁行では柱穴 h----i間がl.05m (3.5小尺)、 1 ----J聞がl.35m (4.5小尺)、 J----a聞がl.5

m (5小尺)、南側桁行では c----dおよびd----e聞がl.35m (4.5小尺)等問、 e----f聞がl.2m (4小

尺)となり、梁行はすべてl.8m (6小尺)等閑に収まる O 主軸方位は桁行(柱穴 c----f )を基準とす

ると N-86
0

-Wを指針する O 柱穴の掘り方は略円形または楕円形を呈し、規模は長径で30----70cm、深

さは17----32cmを測る O 覆土は灰褐色土と灰黄褐色土で構成されている O

23088110 (第9図、図版5)

調査区のほぼ中央に位置し、 D.E4----6区から検出された。掘立柱建物 (230SB100)と重複関係に

あり、本遺構が古く、確認された柱穴は 6本である O 梁行2間×桁行3の側柱建物と考えられ、桁行総

長は4.2m、梁行総長は3.6mほどと推定される O 遺構間の重複により柱穴聞の距離は不明な部分が多く、

西側梁行の柱穴 d----e間が判明した程度で、長さは2.1m(7小尺)を測る O 主軸方位は桁行(柱穴 e

----f )を基準とすると N-86
0

-Wを指針し、柱穴の深さは10----25cmを測る O 覆土は灰褐色土と灰黄褐

色土で構成されている O
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23088050土層説明
1層暗灰色土小磯、明灰色土を斑紋状に含む。(柱痕)
2層明灰色土暗灰色土を斑紋状に少量、小磯を含む。

23088050実測図 (1/50)
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23088090土層説明
1層灰褐色土暗褐色土および酸化鉄を斑紋状に少量含む。(柱痕)
2層灰黄褐色土小磯および黄砂を多く含み、粒子が粗い。

23088100・110土嵐説明
1層灰褐色土晴褐色土を斑紋状に含む。 (88100柱痕)
2層 灰黄褐色土小磯および黄砂を多量含み、粒子が粗い。 (86100)
3層灰褐色土暗褐色土を斑紋状に少量、黄砂を微量含む。(88110柱痕)
4層 灰黄褐色土小磯および黄砂を多く含み、粒子が粗い。 (88110)

第 9図 23088090・100・110実測図 (1/50)
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4 )柵列

今回の調査で発見された柵列は 2条で、調査区の中央に 1条 (230SA020)、調査区の北西端に 1条

(230SA080)が位置する o 2条とも調査区の制約から全容は捉えられておらず、北西端の230SA080は

掘立柱建物の可能性が考えられる O

230SA020 (第4図)

調査区のほぼ中央に位置し、 E4から D5区にかけて 3聞が検出された。東西方向に延び、両端は調

査区外に展開すると考えられる O 検出された長さは5.7mを測り、柱穴聞の距離は西から a---b間と b

---c聞が1.95 (6.5小尺)等問、 c---d間は1.8m (6小尺)である O 主軸方位はN-89
0

-Wを指針す

るO 柱穴の掘り方は略円形または楕円形を呈し、規模は長径で、37----50cm、深さは 6---24cmを測る O 覆土

は暗灰色土と明灰色土で構成されている O

230SA080 (第4図)

調査区の北西端に位置し、 E8から G9区にかけて 2聞が検出された。南北方向に延び、両端は調査

区外に展開すると考えられる O 検出された長さは4.2mを測り、柱穴聞の距離は北から a----b間は2.25

m (7.5小尺)、 b---c関は1.95m (6.5小尺)である O 主軸方位はN-1
0

-Wを指針する O 柱穴の掘り

方は略円形または楕円形を呈し、規模は長径で、40---62cm、深さは17---26cmを測る O 覆土は暗灰色土で構

成されている O

5 )井戸

今回の調査で検出された井戸は4基である O 調査区の南東側に 2基 (230SE002・006)、北西端に 2基

(230SE005・055)が分布する O 北西端の 2基は調査区の制約から全容は捉えきれていない。

230SE002 (第10図)

調査区南東側のC.D3区から検出され、溝 (230SD025) と小穴 (230SX085)を切って構築されて

いる O 掘り方の平面形は不整楕円形を呈し、規模は長径(東西)2.35m、短径(南北)1. 9m、深さは

101mを測る O 井戸枠内の覆土はよ層より褐灰色土、暗灰色土、黒褐色粘土の}II買で堆積しているが、枠

材は遺存していない。出土遺物は平安中期(大宰府医期)の遺物が主体である O

230SE005 (第10図、図版6) 

調査区の北西端に位置し、 G.H8区から検出された。井戸 (230SE055)を切って構築されている

が、北側は調査区外に展開する O 掘り方の平面形は略円形と推定され、規模は東西2.0m、深さは1.43

mを測る O 井戸枠内の覆土は上層より暗灰色土、黒褐色士、褐灰色土の}II買で堆積し、井戸の中層まで掘

り下げると明確に方形の井戸枠痕が確認されたが、枠材は遺存していなかった。出土遺物は平安中期か

ら後期のものが混在するが、後期の遺物は上位から混入したと考えられる。

230SE006 (第10図、図版6) 

調査区南東側のD2・3区から検出され、溝 (230SD025) と小穴 (230SX058)を切って構築されて

いる O 掘り方の平面形は径2.2mほどの略円形を呈し、深さは1.35mを測る O 覆土は上層より暗灰色土、

黒灰色土、黒色粘土および裏込めの暗灰褐色土が堆積しており、これらを除去すると方形の井戸枠が確
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仁一 一一』
230SE005土層説明
1層黄褐色土 表土。(盛土層)
2層灰色土 耕作土。(水田層)
3層赤褐色土 耕作土。(水田田床)
4層暗灰色土 焼土および炭化物粒子を少量含む。
5層黒褐色土 焼土を塊状に多量、炭化物粒子を微量含む。
6層褐灰色土 焼土および炭化物粒子を少量、褐色粘土を

塊状に微量含む。
7層褐灰色土 6層に類似。色舗が暗化する。
8層暗灰色土 焼土および炭化物粒子を微量含む。
9層灰褐色粘土灰褐色および褐色粘土を多く含み、部分的

に砂が混入する。
10層灰褐色粘土粘土塊を主体とする。 (8-10層裏込め)

Y=-45387.0 

27.7m 一一

〔井戸枠模式図〕

。 2m 

第10図 230SE002・005・006実測図 (1/50)
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認された。井戸枠は暗灰黄砂を用い板材を立て構築されていたが、東側に 2枚が遺存するのみであった。

井戸底面には径48cmほどの曲物を利用して水澄しが設置されていた。板材および曲物は遺存状態が悪く、

取り上げ時に損なわれた。遺物は平安中期から後期のものが混在するが、平安中期(大宰府医----x期)

ものが主体で、平安後期のものは上位からの混入と考えられる O

230SE055 (第4図)

調査区の北西端に位置し、 G8・9区から検出された。東側は井戸 (230SE005)によって切られ、北

側の大半が調査区外に展開している O 調査区壁際からの検出であったことから底面までの調査はできな

かった。平面形は円形を基本形とすると推定され、覆土は暗灰色土で構成されている。出土遺物は平安

中期が主体である O

6 )土坑

今回の調査で発見された土坑は 8基である O 第 I面からは 7基 (230SK004・011・040・041・045・

060・065)が検出され、調査区のほぼ全体に分布する O 第E面からは 1基 (230SK095)が確認され、

調査区の北東壁際に位置している O

230SK004 (第4図)

調査区の南東端に位置し、 C1区から検出された。南側は調査区外に展開し、全容は捉えきれていな

い。平面形は楕円形または細長い溝状を呈すると考えられる O 規模は短径で53cm、深さは35cmを測る O

覆土は上層より明灰色士、暗灰色土、褐色土の順に堆積している O 出土遺物は平安前期が主体である O

230SKOll (第4図)

調査区の南東側に位置し、 C2区から検出された。平面形は不整長方形を呈し、規模は長軸90cm、短

軸80cm、深さは35cmほどを測る O 覆土は明灰色土で構成され、出土遺物は奈良後期が主体である O

230SK040 (第4図、図版 6) 

調査区の西端に位置し、 E6・7区を中心に検出されている O 西側は調査区外に展開し、全容は捉え

きれていない。平面形は楕円形を呈すると考えられ、規模は南北方向で長さ245cm、深さは49cmを測る O

覆土は上層より暗灰色土、黒灰色土、暗灰色土の)11買に堆積し、出土遺物は平安前期末から中期初頭(大

宰府四期)が主体である O

230SK041 (第4図)

調査区のほぼ中央に位置し、 E5区から検出された。 溝 (230SD075)、小穴 (230SX048)、たまり状

遺構 (230SX062・063) を切って構築されているが、東側の一部を小穴群 (230SX023) に壊されてい

るO 平面形は長楕円形を呈し、規模は長径155cm、短径90cm、深さは12cmほどを測る O 覆土は明灰色土

で構成され、出土遺物は平安前期末から中期初頭(大宰府四期)が主体である O

230SK045 (第4図)

調査区北西側の F.G7区から検出された。掘立柱建物 (230SB050)、小穴群 (230SX073)、小穴

(230SX088)の一部を切って構築されている O 平面形は不整楕円形を呈し、規模は長径245cm、短径155
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cm、深さは25cmほどを測る。覆土は暗灰色土で構成され、出土遺物は平安前期末から中期初頭(大宰府

四期)が主体である O

230SK060 (第4図)

調査区の北西側に位置し、 F8・9区から検出された。北側の一部が小穴 (230SX072)によって切

られている O 平面形は楕円形を呈し、規模は長径83cm、短径77cm、深さは15cmほどを測る O 覆土は明灰

色土で構成され、奈良後期の遺物が包含されている O

230SK065 (第4図)

調査区北西側のF8区から検出され、小穴群 (230SX087)を切って構築されている。平面形は不整

五角形を呈し、規模は長軸135cm、短軸115cm、深さは 8cmほどを測る O 覆土は暗灰色土で構成され、平

安中期の遺物が包含されている O

230SK095 (第11図、図版7)

第E面から検出された唯一の土坑である O 調査区の北東壁際に位置し、 F4・5区から検出された。

北東側が調査区外に展開し、全容は捉えきれていない。平面形は略円形または楕円形を呈すると考えら

230SK095 

一一-7-
れ、規模は南北方向で約160cm、深さは45cmほどを測る O

覆土は灰白色土で構成され、遺物は古墳後期(7世紀後半)

の須恵器小杯a、土師器室などが出土している O

230SX035 

h
私州、手

4.nvbと
i

s 

4 
28.0m _ 

~ 
吋/

七一 一J

27.7m一一ー

Lニニ

230SK095土層説明
27層灰白色土小磯を少量、灰色土および酸化鉄を斑紋

状に含む。
。 1m 

第11図 230SK095実測図 (1/50) 第12図 230SX035実測図 (1/20)
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7 )その他の遺構

ここでは集石状の遺構 1基 (230SX035)、たまり状遺構9基 (230SX001・007.018・024・049・053

.054・061・070)、小穴および小穴群 9ヵ所 (230SX019・023・034・039・048・066・074・078・098)

と第 E面から検出された自然地形と推定される230SXl13について述べる O

230SX035 (第12図、図版 7)

調査区の北西側に位置し、 G7・8区から検出された。掘り方の平面形は径約1.6mの略円形を呈し、

深さは30cmほどを測る O 磯は拳大のものが中心に検出され、ほぼ全体に分布し、隙聞がなく充填されて

いる O 石材はすべて花商岩である O 覆土は褐灰色土で構成され、遺物は奈良時代のものが含まれている O

230SXOOl (第4図)

調査区の南端に位置し、 B2・3区から検出された。西側が調査区外に展開し、小穴群 (230SX038)

の上面に構築されている O 平面形は楕円形と推定され、規模については明確で、はないが、深さは最深部

で14cmを測る O 覆土は明灰色土で構成され、出土遺物は平安前期末から中期初頭(大宰府四期)が主体

である O

230SX007 (第4図)

調査区の東側に位置し、 E3区から検出された。北東側の一部が調査区外に展開し、たまり状遺構

(230SX053)、小穴群 (230SX057) を切って構築されている O 調査部分の平面形は不整形で、規模は

南北方向で2.3m、深さは浅く 5cmほどである。覆土は赤褐色土で構成され、重複する230SX053とは明

瞭な覆土の相違が認められることから別遺構として扱ったが、同一遺構の可能性も考えられる O 出土遺

物は平安前期(大宰府VIb期)が主体である O

230SX018 (第4図)

調査区の南東端に位置し、 C.D1区から検出され、溝 (230SD003・010) に切られる O 平面形は台

形状を呈していたと推定され、規模は南北方向で1.95----2. 30m、深さは 2----21cmを測る O 覆土は褐灰色

土で構成され、出土遺物は平安前期が主体である O

230SX024 (第4図)

調査区の南東側に位置し、 D.E2区から検出されたO 南側の一部は小穴 (230SX019) によって切

られ、北東側は調査区外に展開し、全容は捉えきれていない。平面形は細長い溝状を呈すると考えられ

るO 最終的に検出された範囲は、長さ1.83m、幅0.95m、深さは 3----18cmを測る O 覆土は暗灰色土で構

成され、出土遺物は平安前期(大宰府VIb期)以降のものが包含される O

230SX049 (第4図)

調査区中央のやや北側に位置し、 F.G5・6区から検出された。北東側は調査区外に展開し、全容

は捉えきれていない。一部を小穴群 (230SX052) に切られているが、他の小穴群 (230SX059)の上面

に構築されている O 平面形は台形を呈すると考えられ、規模は南北方向で2.5m、深さは浅く 10cmほど

である O 覆土は暗灰褐色土で構成され、出土遺物は平安前期(大宰府VIb期)が主体である O
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230SX053 (第4図)

調査区の東側に位置し、 E3区を中心に検出された。北東側は調査区外に展開し、全容は捉えきれて

いない。上部にはたまり状遺構 (230SX007)が構築され、下部からは小穴群 (230SX057)が検出され

ている O 調査部分の平面形は不整形で、規模は南北方向で2.75m、深さは浅く 7cmほどである O 覆土は

上層より暗灰色土、黒灰色土の順に堆積し、内側には230SX007が構築されているが、同一遺構の可能

性も考えられる O 出土遺物は平安前期(大宰府四期)が主体である O

230SX054 (第4図)

調査区中央のやや南東側のD3・4区を中心に検出され、小穴群 (230SXI05)の上面に構築されて

いる O 平面形は不整形で、規模は南北3.5m、東西3.9mを測り、深さは浅く 5cmほどである O 覆土は暗

灰色土で構成され、遺物は奈良後期(大宰府V期)が主体である O

230SX061 (第4図)

調査区の西端に位置し、 D6区から検出された。西側は調査区外に展開し、全容は捉えきれていない。

調査し得た範囲が狭く、平面形および規模については不明であるが、深さは 5cmほどを測る O 覆土は明

灰色土で構成され、出土遺物は奈良後半のものが主体である O

230SX070 (第4図)

調査区東側のF4・5区から検出されたが、東側は調査区外に展開し、全容は捉えきれていない。部

分的に溝 (230SD030)、小穴群 (230SX034)、小穴 (230SX102) に切られている O 調査し得た範囲が

狭く、平面形および規模については不明で、あるが、深さは 4--18cmを測る O 覆土は暗灰褐色土で構成さ

れ、出土遺物は平安前期が主体である O

230SX019 (第4図)

調査区南東側のD2区から検出され、たまり状遺構 (230SX024) を切って構築されている O 平面形

は隅丸三角形を呈し、規模は長軸90cm、短軸85cm、深さは 6--21cmを測る O 覆土は上層より明灰色土、

明褐色土の順に堆積し、出土遺物は奈良後期から平安前期のものが主体である O

230SX023 (第4図)

調査区のほぼ中央の E4・5区から検出された 2本の小穴である。溝 (230SD075)、土坑 (230SK

041)、たまり状遺構 (230SX063) を切って構築されている O 平面形は楕円形を呈し、規模は長径でそ

れぞれ50cm前後、深さは15cmほどを測る O 覆土は暗灰色土で構成されているが、焼土が多く含有される O

出土遺物は平安時代のものが主体である O

230SX034 (第4図)

調査区東側の F4区から検出された 3本の小穴である O 小穴 (230SX102)、たまり状遺構 (230SX

070) を切って構築されている O 平面形は略円形または楕円形を呈し、規模は長径で25-:---43cm、深さは

9 --13cmを測る O 覆土は暗灰色土で構成されているが、焼土が含まれる O 出土遺物は平安前期(大宰府

四期)以降のものが主体である O
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230SX039 (第4図)

調査区のほぼ中央のE5・6区から検出され、小穴 (230SX046)

を切って構築されている O 平面形は長楕円形を呈し、規模は長径

97cm、短径45cm、深さ15cmを測る O 覆土は明灰色土で構成され、

出土遺物は平安前期以降のものが主体である O

230SX066 

230SX048 (第4図)

調査区のほぼ中央のE5区から検出され、東側を土坑 (230SK

041) に壊されているが、たまり状遺構 (230SX062) を切って構

築されている O 平面形は楕円形を呈し、規模は長径で、45cm、深さ

は40cmを測る O 覆土は褐灰色土で構成され、遺物は平安時代のも

のが出土している O

¥ 
七一

27.7m 

230SX066 (第13図、図版 7)

調査区中央のやや西側に位置し、 D5から検出されている O 平

面形は楕円形を呈し、規模は長径60cm、短径45cm、深さは27cmを i 

測る。覆土内には磯が多く充填され、拳大のものが中心に検出さ 第13図 230SX066実測図 (1/20)

れている O 機はすべて花尚岩である O 覆土は明褐色土で構成され

いるが、遺物は出土していない。

230SX074 (第4図)

調査区中央のやや北西寄りのE6・7区から検出された 5本の小穴である。平面形は略円形または楕

円形を呈し、規模は長径で18----43cm、深さは 8----18cmを測る O 覆土は暗灰色土で構成され、出土遺物は

平安前期末から中期初頭(大宰府珊期)を主体としている O

230SX078 (第4図)

調査区中央のやや北寄りのE.F6区から検出された 4本の小穴である O 平面形は略円形または楕円

形を呈し、規模は長径で、30----45cm、深さは12----25cmを測る O 覆土は暗灰色土で構成され、出土遺物は平

安前期以降のものが主体である O

230SX098 (第4図)

調査区北西側のF8区から検出された 3本の小穴であるが、その中で l本は柵列 (230SA080) に変

更している O 平面形は楕円形を呈し、規模は長径で30・35cm、深さはそれぞれ21cmを測る O 覆土は暗灰

色土で構成され、出土遺物は平安時代のものが主体である O

230SX113 (第 5図)

第E面の南東壁際に位置し、 D6区から検出された。南西側が調査区外に展開し、北側は第 I面の土

坑 (230SK040) によって切られている O 全容が不明であることから判断は難しいが、土層断面では明

確な立ち上がりが確認されず、地山である黄褐色砂が鷺田川に向かつて傾斜していることから自然地形

と考えられる O 遺物は奈良時代のものが包含される O
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2.遺 物

1 )溝出土遺物

23080025出土遺物(第14図、図版8)

暗灰色土

須恵器

握鉢(1・2) 1. 2とも口縁部の破片資料で、回転ナデ調整される o 1の外面は灰黄色、内面は

灰白色を呈し、口縁部は玉縁状となる o 2は灰色を呈し、口縁部は内湾して立ち上がり、玉縁状となる O

いずれも篠窯系である O

土師器

均二または皿(3 ) 口縁部の破片資料である O 口縁部は外反し、端部の内側には浅い沈線が観察され

るO 器壁は薄く、桜色を呈する O 畿内からの搬入品と考えられる O

黒色土器A

椀 (4) 口径は14.8cmに復元される O 外面は回転ナデが施され、内面はミガキ調整の後に黒色処理

される O

黒色土器B

小皿 a (5) 口径11.7cm、器高1.9cm、底径8.0cmに復元される O 内外面とも体部は回転ナデ、外面

の底部は回転ヘラ削り、内面の底部は不定方向のナデが施され、内外面とも黒色処理される O

緑粕陶器

椀(6・7) 6は高台径8.6cmを測る資料で、表土で取り上げた資料と接合したO 胎土は暗様色を呈

し、黄緑色に発色する紬を施す。底部内外面にトチン跡、がそれぞ、れ lヵ所観察される O 近江産と考えら

れる o 7は高台径7.0cmに復元される破片資料である O 胎土は暗黄緑色を呈し、暗緑色に発色する紬が

高台外面の一部に観察されるが、それ以外は剥落して不明瞭である O 近江産の製品と考えられる O

皿(8 ) 口径12.8cmに復元される口縁部の破片資料である O 胎土は灰色を呈し、暗緑色に発色する

紬が施され、外面に重ね焼き痕が観察される O 京都産と考えられる O

破片(9 ) 皿または椀の破片資料で、高台径は7.1cmに復元される O 胎土は灰白色を呈し、淡黄緑色

2308D025暗反色土
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第14図 23080025出土遺物
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に発色する粕が施されている O 東海産と考えられる O

瓦類

平瓦(10) 文字瓦VI-3類で、格子叩きが施され、押印による「筑jの文字が認められる O

金属製品

鉄釘(全長6.9cm、幅0.5----0.8cm)、棒状鉄製品 (L字状、断面長方形、現存長8.0cm、幅1.0cm、厚さ

0.2cm)が出土している O

23080030出土遺物(第15図)

暗灰色土

土師器

小皿 a1 (1) 口径9.0cm、器高1.0cm、底径6.3cmに復元される O 器面の摩耗が著しく体部調整は不

明であるが、外面の底部は回転ヘラ切りが施される O 浅黄櫨色を呈する O

黒色土器B

椀(2 ) 口縁部の破片資料である O 外面はナデ、内面はミガキが施され、内外面とも黒色処理され

る。胎土には白雲母をやや多く含む。

瓦類

軒丸瓦(3 ) 瓦当の一部が残存し、外区に珠文が巡る O 焼成は不良で、暗燈色----B音黄櫨色である O

石製品

砥石 (4) 細粒砂岩を素材とし、 4面が研磨される o 1面には極少量ではあるが墨痕が観察され、

転用硯の可能性も考えられる O 現存長12.9cm、最大幅9.3cmを測る O

23080030暗灰色土
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3 

23080010出土遺物(第16図、図版8) 

暗灰色土

土師器

10cm 

第15図 23080030出土遺物

~ 

椀 c1 (1) 底部が遺存する資料で、高台径7.2cmを測る O 体部と底部の境に明瞭な稜を持ち、内面

の底部にはヘラ描きが観察される O 外面は明黄櫨色、内面は明黄澄色~灰黄褐色を呈する O
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護a (2・3) 2は口径21.6cmに復元される O 外面の口縁部は横ナデ、胴部は縦ハケ目が施され、

内面の口縁部上半は横ナデ、下半は横ハケ目、胴部はヘラ削りが行われている O 胎土には白雲母が少量

含まれ、外面は明黄澄色~糧色、内面は明黄澄色を呈する o 3は口径26.2cmに復元される O 外面の口縁

部は横ナデ、胴部は縦ハケ目が施され、内面の口縁部横ハケ目、胴部はヘラ削りが行われる O 胎土には

白雲母が微量含まれ、黄澄色を呈するが、外面腕部の一部は桂色となる O

23080010暗灰色土

、、 I1 3 
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23080010灰褐色土
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第16図 23080010出土遺物
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黒色土器A

椀 c(4) 体部下半から底部が遺存する資料で、高台径8.0crnを測る O 外面の体部は回転ナデ、底部

は回転ヘラ切りの後にナデが施され、板状圧痕が観察される O 内面は不定方向のナデから黒色処理され

るO 胎土には白雲母が少量含まる O

椀(5 ) 口径は12.6crnに復元される O 外面は摩耗が著しく調整は不明で、内面はミガキ調整の後に

黒色処理される O

その他

写真(図版8)に掲載した (R-006)は、土壁と考えられる資料である O 灰白色を呈し、断面には

粘土を積み上げた痕跡が観察される O

灰褐色土

土師器

杯(6 ) 口縁から体部の破片資料で、外面は回転ナデが施され、内面は回転ナデと不定方向のナデ

が行われる O 胎土には白雲母が微量含まれ、淡黄澄色を呈する O

杯 c(7) 底部が遺存する資料で、高台径9.4crnを測る O 外面の底部は回転ヘラ切りの後にナデ、内

面には不定方向のナデが施される O 胎土には白雲母が少量含まれ、外面は明燈色~澄色、内面は明槍色

を呈し、部分的に煤の影響により褐灰色に変色している O

護(8 ) 口径は20.0crnに復元される O 口縁部は横ナデ、内面の胴部はヘラ削りが施される O 胎土に

は角閃石と白雲母が多く含まれ、黄櫨色を呈する O 外面の大半に煤が付着する O

護a(9) 口径は30.0crnに復元される O 内外面とも口縁部は横ナデ、外面の胴部は縦ハケ目、ヘラ

削り、内面はヘラ削りが施される O 胎土には白雲母が少量含まれ、外面は灰黄褐色、内面は明澄色を呈

する O 外面には帯状の煤の付着が観察される O

黒色土器A

椀 (10) 口縁部の破片資料である O 外面は回転ナデが施され、内面はミガキ調整の後に黒色処理さ

れる O

23080075出土遺物(第17図)

明灰色土

須恵器

均二c(1) 体部から底部にかけての破片資料で、高台径は7.6crnに復

元される O 体部は回転ナデ、外面底部はヘラ切りが施される O 青灰色~

暗青灰色を呈するが、断面の中心部は酸化焔焼成気味である O

230SD075明灰色土

10cm 

第17図 23080075出土遺物

2)掘立柱建物出土遺物

2308B050a出土遺物(第18図)

暗灰色土

土師器

供膳具(1 ) 口縁部の小破片で、内外面とも回転ナデが施される O 胎土には白雲母が少量含まれ、

暗黄櫨色を呈する O

戸

h
dつ山



2305 B050d出土遺物(第18図)

明灰色土

土師器

供膳具(2 ) 口縁部の小破片である O 器面は摩耗が著しく、調整は不明である O 灰白色を呈する O

2305 B050f出土遺物(第18図)

暗灰色土

土師器

供膳具 (3) 口縁部の小破片である。器商の摩耗が著しく、調整は不明である O 暗樫色を呈する O

230580509出土遺物(第18図)

暗灰色土

黒色土器A

椀 (4) 口縁部の小破片である。器面の摩耗が著しいが、内面には黒色処理された痕跡が残る O 胎

土には白雲母が少量含まれる。

2305B050h出土遺物(第18図)

暗灰色土

黒色土器A

供膳具(5 ) 口縁部の小破片である O 器面は摩耗が顕著であるが、内面には黒色処理が観察される O

胎土には白雲母が多く含まれる O

23058050i出土遺物(第18図)

暗灰色土

土師器

供膳具 (6・7) 6・7とも口縁部の小破片で、内外面とも回転ナデが施される o 6は暗黄澄色、

7は灰白色を呈する O

2308B050a暗灰色土 2308B050d明灰色土 2308B050f暗灰色土 2308B0509暗灰色土

，~ク .1-二二 ア一一三
2308B050h暗灰色土 2308B050i暗灰色土

7
 

7-6 ブ 云三マ;/ 8 

2308B090a灰黄褐色土 2308B100a灰黄褐色土

Yυ 一一正当二二二 1

第18図 23058050 a ・d・f，...， i、58090a、58100a出土遺物
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均二または皿 c (8) 底部の小破片である O 内面はナデ、外面は回転ヘラ切りの後にナデが施される。

高台の一部が残存し、灰白色を呈する O

230SB090a出土遺物(第18図)

灰黄褐色土

須恵器

均二または皿(1 ) 口縁部の小破片である O 回転ナデ調整され、明青灰色~青灰色を呈する O

230SB100a出土遺物(第18図)

灰黄褐色土

須恵器

蓋 3 (1) 口縁部の小破片である O 回転ナデ調整で仕上げられ、灰白色を呈する O

3 )井戸出土遺物

230SE002出土遺物(第19図)

褐灰色土

土師器

薬(1 ) 口縁部の小破片である O 内外面とも横ナデが施され、暗黄燈色を呈する O

青磁

未分類(2 ) 口縁部の小破片である O 胎土は灰白色を呈し、粕は透明感がある暗緑灰色である O

陶器

斐(3 ) 胴部から底部にかけての破片資料である O 外面の体部はタタキから回転ナデ、底部はヘラ

切りが施され、内面は当て具痕を回転ナデで消している O 胎土の内側は暗褐色、外側は灰色を呈する O

朝鮮系の無紬陶器である O

暗灰色土

陶器

斐 (4) 口径は16.4cmに復元される O 回転ナデが行われ、口縁端部には粘土の移動による沈線が観

察される O 胎土の内側は灰色を呈し、外側は暗灰色となる O 器面全体に灰を被り、粘土板の貼り合わせ

部分の一部に隙聞が生じている O 朝鮮系の無紬陶器である O

黒褐色粘土

黒色土器B

鉢(5 ) 口縁部の破片資料である。外面は横ヘラミガキが施され、内面の口縁部は横ナデ、体部は

ヘラミガキ調整となる O 内外面とも黒色処理される O

明褐色土

須恵器

壷(6 ) 肩部の小破片である O 回転ナデから棒状の把手を貼付け、ナデを施す。その後に棒状工具

で円孔を穿っている O 黄灰色を呈し、把手の一部は還元化が顕著で黒灰色である O 搬入品と考えられる O

門
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第19図 230SE002出土遺物
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230SE002黒褐色粘土

5 

10 

提鉢(7 ) 底部の破片資料である O 体部は回転ナデ、外面の底部は静止糸切りの後、ハケ状工具で

のナデが観察される O 灰白色を呈するが、一部は酸化焔焼成気味で淡穫色となる O 篠窯系である O

黒色土器B

椀(8 ) 口縁部の小破片である O 口縁部はほぼ垂直に立ち上がり、端部は玉縁状に肥厚する O 内外

面とも回転ナデが施された後、黒色処理される O

緑紬陶器

椀(9 ) 高台径は6.1cmに復元される O 胎土は暗澄色を呈し、暗緑色に発色する粕を施している O 内

面の底部には陶枕痕が観察される O 近江産と考えられる O

石製品

砥石(10) 細粒砂岩を素材とし、 4面を使用する O 現存長8.0cm、幅4.3cm、厚さ1.3cmを測る O

230SE005出土遺物(第20図、図版8) 

褐灰色土

黒色土器A

鉢(1 ) 口縁から体部にかけての破片資料である O 体部は丸味を持って立ち上がり、口縁部は外反

する O 外面の口縁部は回転ナデ、体部は不定方向のナデが施され、内面は回転ナデ、ミガキ調整の後に

黒色処理される O

緑紬陶器

破片 (2・3) いずれも椀の口縁部破片と考えられる o 2は器面の摩耗が著しく、利は全体に剥落
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230SE005褐灰色土 230SE005暗灰色土
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第20図 230SE005出土遺物

し、端部に粕の痕跡が認められる程度である O 胎土は灰黄色を呈するが、産地は不明である o 3も器面

の摩耗が著しく、薄く紬の痕跡を残すのみとなっている O 胎土は灰黄色を呈し、東海産と考えられる O

白磁

椀 (4) 口縁部の破片資料である O 直線的に立ち上がり、口縁端部は折り曲げられている O 来由は濁

って黄色味を帯び、細かな貫入が入る o XI -1類である O

暗灰色土

金属製品

釘(5 ) 鉄製で、頭部を平たく潰し、断面は方形を呈する O 現存長4.1cmを測る O

灰褐色粘土

土師器

杯(6 ) 口縁部の小破片である O 内外面ともナデ調整され、端部はやや肥厚する O 胎土には白雲母

が少量含まれ、機色を呈する O 畿内産の可能性がある O

230SE006出土遺物(第21図、図版8) 

暗灰色土

須恵器

握鉢(1 ) 口縁部の小破片である O 回転ナデ調整が施され、灰色を呈する O 搬入品と考えられる O

土師器

椀 c2 (2) 口径15.2cm、器高5.1cm、高台径6.9cmに復元され、体部は丸味を持って立ち上がり、

口縁端部はやや外反する O 内外面とも口縁から体部は回転ナデ、内面の底部は不定方向のナデ、外面の

底部は回転ヘラ切りの後にナデが施される O 胎土には白雲母が微量含まれ、外面は明者登色、内面は淡黄

穫色を呈する O

小皿 2 (3) 口径10.0cm、器高O.9cm、底径7.0cmに復元される O ナデ調整が施され、胎土には白雲

母が微量含まれる O 淡黄澄色を呈する O

護 (4) 口縁部の小破片で、内外面とも横ナデが施される O 胎土には白雲母が微量含まれ、明者登色

を呈する O 外面には煤の付着が認められる O

黒色土器A

婆(5 ) 口縁部の小破片である O 外面の口縁部は横ナデ、胸部はヘラナデが施され、内面はナデ調
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整の後に黒色処理される O 外面には墨書の痕跡が認められる O

黒色土器B

椀 c2 (6・7) 6は口径16.0cmに復元される O 内外面とも体部はミガキ調整の後に黒色処理され

るが、黒色化が進んでいない。大半は黄灰色を呈し、一部は明機色となる o 7は口径15.6cmに復元され

るO 外面は横ヘラナデの後にミガキ、内面はミガキ調整が施され、内外面とも黒色処理される O

椀(8 ) 口径16.0cmに復元される O 外面は横ナデの後にミガキ、内面はミガキ調整が施され、内外

面とも黒色処理される O

緑紬陶器

破 片 (9 ) 血または椀の体部下位から底部にかけての小破片である O 胎土は灰白色を呈し、淡黄緑

230SE006暗灰色土
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色に発色する理由を施している。削り出しの円盤状高台で、京都産と考えられる O

金属製品

釘(10・11) 10・11とも鉄製で、断面は方形である O 頭部は平たく折り曲げられ、 10は現存長5.3cm、

11は現存長5.6cmを測る。

石製品

磨石(12) 変成岩の亜円磯を素材とし、表面にはまばらな擦痕と蔽打が観察される。長さ8.7cm、幅

10.0cm、厚さ4.5cmを測る O

その他

写真(図版8)に掲載したM-014"--016は土師器小皿 aの計測資料である o M -014は口径10.2cm、

器高1.4cm、底径6.4cm、M-015は口径9.0cm、器高1.3cm、底径6.5cm、M-016は口径9.7cm、器高1.5

cm、底径6.8cmを測る O

黒灰色土

土師器

丸底杯(13) 口径は13.0cmに復元されるが、器面は摩耗が著しく調整は不明瞭である O 胎土には白

雲母がやや多く含まれ、 j炎黄櫨色~黄櫨色を呈する O

黒色土器B

椀 c2 (14) 高台径は7.1cmを測り、内外面ともミガキ調整の後に黒色処理される O 外面の底部は回

転ヘラ切りが行われ、板状圧痕が観察される O

緑紬陶器

椀(15) 口縁から体部にかけての小破片で、胎土は内側が明黄褐色、外側は黄灰色を呈する O 濃緑

色に発色する粕を施しているが、不自厚は薄い。近江産と考えられる O

皿(16) 口縁部の小破片である O 胎土は灰白色を呈し、淡緑色に発色する粕を施しているが、器面

の摩耗が著しく、粕の剥落が顕著である O 東海産と考えられる O

晴灰褐色土

黒色土器B

椀(17) 口縁から体部上位の小破片である O 内外面ともミガキ調整の後に黒色処理される O

土製品

玉(18) 手担ね。断面はそろばん玉状を呈し、幅4.0cm、厚さ2.2cm、重量23.6gを測る O 用途は不

明である O

金属製品

釘 (19) 鉄製で、断面は方形である O 全長9.0cm、重量12.0gを測り、頭部は平たく折り曲げられて

いる O

230SE055出土遺物(第22図)

暗灰色土

灰紬陶器

椀または皿(1 ) 高台径は8.4cmに復元される O 胎土は灰白色

を呈し、外面の一部に暗緑色の粕が認められる O

230SE055暗灰色土

。目 1Qcm

第22図 230SE055出土遺物
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4 )土坑出土遺物

230SK004出土遺物(第23図)

暗灰色土

土師器

護(1 ) 口縁部の小破片である O 内外面とも横ナデが

施され、部分的に煤が付着している o t炎黄澄色を呈する O

230SK004暗灰色土 230SK004褐色土

プで寸二;
第23図 230SK004出土遺物

褐色土

土師器

均二(2 ) 口縁から体部の小破片である O 内外面とも回転ナデが施され、淡黄櫨色を呈する。

230SKOll出土遺物(第24図)

明灰色土

須恵器

杯 c(1) 体部下位から底部にかけての破片資料で、高台径は7.3cmに復元される O 器面は回転ナデ

で仕上げられる O 還元はやや不良で、暗槍色を呈し、部分的に黒灰色となる O

杯(2 ) 口縁から体部の小破片で、器面は回転ナデで仕上げられる O 焼成は良好で、明青灰色~青

灰色を呈する O

土師器

蓋 3 (3) 口縁部の小破片である O 内外面とも回転ナデが施され、澄色を呈する O

護 a (4) 口縁部から胴肩部の小破片である O 外面の口縁部は横ナデおよび指ナデ、胴部は縦ハケ

自が施され、内面の口縁部は横ハケ目、胴部はヘラ削りが行われている O 外面は樫色で、一部は灰色に

変色する O 内面は灰黄褐色を呈する O

230SKOll明灰色土

一 一ー一一一

一一
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/ 

二三ヒニ 3

第24図 230SKOll出土遺物

230SK040出土遺物(第25・26図、図版9)

覆土は上層より暗灰色士、黒灰色土、暗灰色土で構成され、遺物は主に上~中層(暗灰色土、黒灰色

土)から出土している O

暗灰色土

須恵器

小 蓋 (1 ) 口径は4.6cmに復元される O 外面天井部は回転ヘラ削り、口縁部は回転ナデが施される O

焼成は良好で、暗青灰色~青灰色を呈する O

土師器

斐 (2~4) 2は口径13.0cmに復元される O 内外面ともナデ調整が施され、胎土には白雲母がやや

多く含まれ、樫色~黄澄色を呈する o 3は口縁から胴部上位の小破片で、内外面ともナデ調整が施され
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るO 胎土には白雲母が少量含まれ、外面は煤状の炭化物が付着し、大半が黒色を呈する O 内面は淡黄澄

色である o 4は口径16.2cmに復元される O 外面の口縁部はナデ、胴部は横タタキが施され、内面はナデ

調整となる O 灰褐色を呈し、口縁端部は暗楼色である O 古式土師器の可能性がある O

護a (5----7) 5・6とも口径は24.6cmに復元され、外面の口縁部は横ナデ、胴部ハケ目、内面の

口縁部は横ハケ目、胴部はヘラ削りが施される o 5の外面は淡黄櫨色、内面は暗黄澄色、 6の外面は淡

黄色、内面は燈色を呈する o 7は口縁から胴部上位の小破片である O 外面の口縁部はナデ、胴部は縦ハ

ケ目、内面の口縁部横ハケ目、胴部はヘラ削りが施される。外面は暗黄澄色、内面は澄色を呈する。

黒色土器A

椀 c (8) 高台径は9.8cmに復元される O 外面の体部は回転ナデおよび回転ヘラ削り、底部は回転ナ

デからナデが施される O 内面の調整は不明である O 焼成は不良で、内面の黒色化は進んでいない。

椀 (9----11) 9は口径16.0cmに復元される資料である O 外面は横ナデ、内面はミガキ調整の後に黒

色処理される o 10・11は口縁から体部の小破片である O 外面は回転ナデが施されるが、内面は摩耗が著

しく調整は不明瞭である O

護 (12) 口径は13.6cmに復元される O 外面はナデが施され、内面の口縁部はナデ、腕部は横ヘラミ

ガキの後に黒色処理される O 外面には部分的に煤が付着する O

緑紬陶器

椀 (13) 口径18.4cm、器高5.8cm、高台径8.0cmに復元される資料である。体部は丸味を持って立ち

上がり、口縁部は外反する。胎土は灰白色を呈し、淡緑色に発色する粕を施しているが、器面の摩耗が

顕著で、紬の剥落が著しい。

灰紬陶器

椀(14) 口縁から体部の小破片で、直線的な体部から口縁端部は外反する O 回転ナデ調整が施され、

胎土は明青灰色、粕は淡緑灰色を呈する O

土製品

玉 (15----24) 断面はそろばん玉状または楕円形を呈し、手控ねである o r揺は2.7----3. 9cm、厚さ1.3----

2.7cm、重量9.8----20.2gを測る。用途は不明である O

瓦類

軒丸瓦 (25) 瓦当の1/2弱が残存する単弁蓮華文軒丸瓦である O 残存部分の内区には 1+8の蓮子を

配し、蓮華文6葉が確認される O 瓦当の側面には布目が観察される O

丸瓦 (26) 有段式の丸瓦で、凸面は縄目、凹面は布目が施される O 焼成は不良である O 全長38.0cm、

玉縁長5.0cm、幅16.1cm、高さ9.6cmを測る O

その他

写真(図版 9) に掲載した R-027は須恵器墾の破片で、口縁部が剥がれた部分にタタキ目が観察さ

れる資料である o R -028は土師器の破片が癒着している資料である o R -029は青磁(褐彩)の水注の

破片で長沙窯系である O

230SK041出土遺物(第27図)

明灰色土

緑紬陶器

椀または皿(1 ) 体部下半から底部の小破片である O 胎土は灰白色を呈し、明緑色に発色する紬が

施される O 京都産と考えられる O
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230SK045出土遺物(第27図)

暗灰色土

土師器

椀 c (1) 高台径は7.0cmに復元される破片資料である O 内外面とも体部は回転ナデ、底部はナデが

施される O 胎土には白雲母がやや多く含まれ、明澄色を呈する O 内面には煤の付着が観察される O

黒色土器A

鉢(2 ) 口縁から体部の小破片である O 体部はやや丸味を持って立ち上がり、口縁部は外反し、端

部はほぼ平坦となる O 外面は横ナデおよび回転ナデが施され、内面は横ミガキの後に黒色処理される O

青磁

水注(3 ) 褐彩が施された水注の胴肩部と把手の一部である O 内外面は回転ナデで仕上げられ、把

手が貼り付けられる O 胎土は灰色を呈し、灰黄色と暗褐色に発色する粕が施されるが、内面の下半は無

粕である O 長沙窯系である O

石製品

砥石 (4) 細粒砂岩を素材とし、 4面を使用する O 現存長5.4cm、現存幅5.6cm、厚さ1.7cmを測る O

230SK060出土遺物(第27図)

明灰色土

須恵器

蓋3 (1) 口縁部の小破片で、回転ナデで仕上げられる O 焼成は良好で、灰色を呈するが、外面の

一部は黒灰色に変色している O

土師器

杯 (2・3) いずれも口縁から体部の破片資料である o 2の口径は14.8cmに復元され、内外面とも

回転ナデが施される O 胎土には白雲母が微量含まれ、澄色を呈する o 3は内外面とも横ナデが行われ、

内面の口縁端部には沈線が施される O 権色を呈し、畿内産と考えられる O

230SK095出土遺物(第27図、図版10)

灰白色土

須恵器

小杯 a (1) 口径11.2cm、器高3.3----4. Ocm、底径6.6cmを測る O 内外面とも口縁から体部は回転ナデ

で仕上げられ、外面の底部は回転ヘラ切りからナデ調整が施される O 焼成は良好であるが、内面全体に

降灰が観察され、焼き歪みが生じている O 黒灰色を呈するが、一部は暗青灰色となる。

土師器

斐(2 ) 口径13.6cm、器高7.9cmを測る O 外面の口縁から胴部はナデ、底面にはカキ目が観察され、

内面の口縁部は横ナデ、胴から底部は不定方向のナデが施される O 胎土には白雲母が微量含まれ、外面

は暗桜色、内面は淡黄澄色を呈する O

把手付棄(3 ) 口径は30.2cmに復元される O 外面はナデ調整から把手は貼り付けられ、内面の口縁

部は横ナデ、胴部は削りが施される O 胎土には白雲母が微量含まれ、外面は暗黄機色、内面は澄色を呈

する。内面の胴部には煤が付着する O
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5 )その他の遺構出土遺物

230SXOOl出土遺物(第28図)

明灰色土

土師器

椀 c1 (1.2) 1は口径11.Ocm、器高4.9cm、高台径7.0cmに復元される O 内外面とも口縁から体

部は回転ナデ、外面の底部はナデが施され、内面の底部は回転ナデからナデ調整が行われる O 胎土には

白雲母が多く含まれ、暗澄色を呈する o 2は口径12.0cmに復元される O 内外面とも口縁から体部は回転

ナデ、内面の底部は回転ナデからナデ調整が行われる O 胎土には白雲母が少量含まれ、灰黄色を呈する O

外面の底部は黒変している O

皿c (3) 口径12.4cm、器高2.2cm、高台径6.6cmに復元される O 内外面とも回転ナデが施され、外

面の底部は回転ヘラ切りが行われる O 灰白色を呈する O

石製品

面子? (4) 安山岩を素材とし、全体を敵打によって円板状に成形している O 表面には煤が点状に

付着する O 径5.1cm、厚さ1.6cm、重量71gを測る O

230SX007出土遺物(第28図、図版10)

赤褐色土

須恵器

蓋 4 (1) 口径は18.8cm、器高2.0cmに復元される O 内外面とも口縁部は回転ナデが施され、外面の

天井部は回転ヘラ切りからナデ、内面は不定方向のナデが行われる O 焼成は良好で、、青灰色~明青灰色

を呈する O

護(2・3) 2は口径19.0cmに復元される O 内外面とも口縁部は回転ナデ、外面の胴部は平行タタ

キが施され、内面はナデ調整されるが、当て具痕が観察される O 外面の全面に自然粕が付着し、外面は

灰色および黒色、内面は青灰色を呈する o 3は口縁部から胴肩部の小破片である O 内外面とも口縁部は

回転ナデ、外面の胴部はタタキ、内面はタタキからナデ調整される O 青灰色を呈する O

黒色土器A

椀 (4・ 5) いずれも口縁から体部にかけての小破片である o 4の外面は回転ナデが施され、内面

はミガキ調整の後に黒色処理される o 5の外面も回転ナデが施されるが、内面は器面の摩耗が著しく、

調整は不明瞭である O

その他

写真(図版10)に掲載したM-001は土師器の血 aで、口径14.0cm、器高2.0cm、底径10.5cmを測る O

M-002は土師器の杯aで、口径12.4cm、器高3.9cm、底径7.2cmを計測する資料である O

230SX018出土遺物(第28図)

褐灰色土

土師器

均二 c(1) 底部の1/2が遺存する資料で、高台径6.6cmを測る O 体部は回転ナデが施され、外面の底部

は回転ヘラ切りからナデ、内面の底部は不定方向のナデが行われる O 色調は灰白色~明黄糧色を呈する

が、外面の底部は褐灰色となる O

護a (2) 口径は18.2cmに復元される O 外面の口縁部は横ナデ、腕部は縦ハケ目が施され、内面の

。。
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口縁部は横ハケ目、胴部はヘラ削りが行われる。胎土には白雲母が少量含まれ、明黄櫨色を呈する。

黒色土器A

椀 c (3) 高台径は9.0cmに復元される O 外面の体部は回転ナデ、底部は回転ヘラ切りからナデが施

される O 内面はミガキ調整の後に黒色処理される O

230SX024出土遺物(第28図)

暗灰色土

土師器

杯 a (1) 底径が7.7cmに復元される体部から底部の破片資料である O 外面の体部は回転ナデ、底部

は回転ヘラ切りからナデが行われ、内面の体部は回転ナデ、底部はナデ調整が施される O 胎土には白雲

母が少量含まれ、澄色を呈する O

緑紬陶器

皿または椀(2 ) 口縁部の小破片である O 胎土は灰白色を呈し、淡緑色に発色する紬を施す。京都

産と考えられる O

230SX049出土遺物(第28図)

暗灰褐色土

土師器

皿 a(1・2) いずれも口縁から体部は回転ナデが施され、外面の底部は回転ヘラ切り、内面の底

部は回転ナデからナデ調整が行われる O 胎土には白雲母が少量含まれる o 1は口径12.2cm、器高1.6cm、

底径8.5cmに復元され、淡澄色~濃桜色を呈する o 2は口径14.0cm、器高2.0cm、底径10.Ocmに復元され、

暗黄糧色である O

黒色土器A

椀 (3・4) 3は口径12.4cmに復元される資料である O 内外面とも回転ナデが施され、内面と外面

の口縁端部は黒色処理される o 4は口縁から体部にかけての小破片である O 外面は回転ナデが施され、

内面と外面の口縁端部は黒色処理されるが、内面は器面の摩耗が著しく、調整は不明瞭である O

灰紬陶器

皿(5 ) 口縁部の小破片である O 胎土は灰白色を呈し、淡緑灰色に発色する粕を施す。

230SX053出土遺物(第29図)

暗灰色土

須恵器

杯 a(1) 口径13.4cm、器高3.1cm、底径7.8cmに復元される O 内外面とも口縁から体部は回転ナデ、

内面の底部は不定方向のナデが施され、外面の底部は回転ヘラ切りが行われ、板状圧痕が残る O 灰白色

を呈するが、底部は灰色、口縁部は黒色または灰褐色となる O

土師器

杯 a (2) 口径13.8cm、器高3.7cm、底径7.0cmに復元される O 内外面とも口縁から体部は回転ナデ、

内面の底部は不定方向のナデが施され、外面の底部は回転ヘラ切りが行われる O 胎土には白雲母が少量

含まれ、日音黄槍色----8音機色を呈する O

杯(3 ) 口縁から体部の小破片で、器面は回転ナデが施される O 胎土には白雲母が少量含まれ、灰
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白色~淡黄澄色を呈する O

護 a (4) 口縁から胴肩部の小破片である O 内外面とも口縁部は横ナデが施され、胴部の外面は縦

ハケ目、内面は削り調整となる O 胎土には白雲母が少量含まれ、澄色を呈する O 外面には部分的に煤が

付着する O

黒灰色土

須恵器

大椀(5 ) 口径は21.2cmに復元される資料で、内外面とも回転ナデが施されるが、外面の下端には

回転ヘラ削りが観察される O 灰色を呈する O

土師器

杯 a (6) 口径12.4cm、器高3.6cm、底径6.0cmに復元される O 外面の口縁から体部は回転ナデ、底

部は回転ヘラ切りの後にナデが施されるが、内面は摩耗が著しく調整は不明瞭である O 胎土には白雲母

が少量含まれ、黄楼色~明澄色を呈する O

杯(7 ) 口径は14.4cmに復元される口縁から体部の破片資料で、内外面とも回転ナデが施される O

胎土には白雲母が含まれ、外面は桜色、内面は暗黄桜色を呈する O

230SX053暗灰色土
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第29図 230SX053出土遺物
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椀 c1 (8) 口径は15.0----15.4cmを測る O 内外面とも口縁から体部は回転ナデが施され、内面の底

部はほぼ一定方向のナデ、外面の底部は回転ヘラ切りからナデが行われる O 外面の底部にはヘラ描きが

観察される。胎土には白雲母がやや多く含まれる O 外面の大半に煤が付着し、黒褐色呈するが、部分的

には明黄澄色である O

皿a (9) 口径13.0cm、器高l.7cm、底径8.6cmに復元される O 器面の摩耗が著しく調整は不明瞭で

ある O 焼成は不良で、澄色を呈する O

黒色土器A

椀 c1 (10) 口径19.2cm、器高7.0cm、高台径8.5cmに復元される。外面の口縁から体部は回転ナデ、

底部は回転ヘラ切りが施され、内面はミガキおよび不定方向のナデから黒色処理される O

230SX054出土遺物(第30図)

暗灰色土

須恵器

蓋3 (1----3) 1は口径が13.6cmに復元される資料である O 内面の天井部は不定方向のナデ、口縁

部は回転ナデが行われ、外面の天井部は回転ヘラ切りからナデ、口縁部は回転ナデが施される O 明青灰

色を呈するが、口縁部は黒灰色となる o 2は口径が14.4cmに復元される O 器面は回転ナデが行われ、明

青灰色を呈する o 3は口径が19.4cmに復元される O 内面は回転ナデが行われ、外面の天井部は回転ヘラ

切りからナデ、口縁部は回転ナデが施される O 青灰色~明青灰色を呈する O

査蓋 (4) 天井部外周から口縁部にかけての小破片である O 内面は回転ナデが行われ、外面の天井

部は回転ヘラ切り、口縁部は回転ナデが施される O 青灰色~暗青灰色を呈する O

杯 a (5) 口径13.0cm、器高3.9cm、底径7.7cmに復元される資料である O 内面は回転ナデおよび不

定方向のナデが施され、外面の口縁から体部は回転ナデ、底部は回転ヘラ切りとなる O 灰白色を呈する

が、口縁端部は黒色に変色し、重ね焼きの痕跡が観察される O

皿a (6) 口縁から底部にかけての小破片である O 内面と外面の口縁部は回転ナデが行われ、外面

の底部は回転ヘラ切りからナデ調整が施される O 焼成は良好で、青灰色を呈する O

護(7 ) 口径が18.0cmに復元される口縁部の破片資料で、内外面とも回転ナデが施される O 焼成は

良好で、青灰色を呈する O

土師器

蓋c3 (8) 口径は17.0cm~こ復元される O 外面の天井部はヘラ切りからナデ、口縁部は回転ヘラ削

り、回転ナデが施され、内面は回転ナデから不定方向のナデが行われる O 胎土には白雲母がやや多く含

まれ、外面は黄澄色~澄色、内面は淡黄澄色を呈する O

均二 c (9) 口径15.6cm、器高5.3cm、高台径8.0cmに復元される O 内面の口縁から体部は器面が摩耗

し、調整は不明瞭、底部は不定方向のナデが行われる O 外面の口縁から体部は回転ヘラ削り、底部は回

転ヘラ切りからナデが施され、ヘラ描きが観察される O 胎土には白雲母がやや多く含まれ、外面は澄色、

内面は淡黄櫨色を呈する O

皿a (10) 口径17.0cm、器高1.3cm、底径12.8cmに復元される O 内外面とも体部はミガキ、外面の底

部は回転ヘラ削りとなる O 胎土には白雲母が少量含まれ、権色~淡黄澄色を呈する O

皿c (11) 口径23.2cmに復元される資料である O 内面は回転ナデが施され、外面は回転ナデおよび

回転ヘラ削りが行われる O 胎土には白雲母が少量含まれ、機色を呈する。

棄a (12----14) 12・13は口径が16.4cm、14は口径が26.8cmに復元される資料である o 12・14は内外

つ山A生



面とも口縁部は横ナデ、胴部の外面は縦ハケ目、内面はヘラ削りとなる O 色調はいずれも澄色~淡黄櫨

色を呈する o 13は外面の口縁部は横ナデ、胴部は縦ハケ目、内面の口縁部は横ハケ目、胴部はヘラ削り

となる O 澄色------B音黄様色を呈するが、内面は黒色を帯びる。

護(15) 口径は15.0cmに復元される O 外面は摩耗により調整は不明瞭、内面の口縁部はナデ、胴部

はヘラ削りが施される O 権色~日音黄樫色を呈する。

カマド(16) 底部の小破片で、外面はナデ、内面はヘラ削りが施される O 外面は暗黄澄色、内面は

褐色~灰褐色を呈する O

230SX054暗灰色土
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230SX061出土遺物(第31図)

明灰色土

土師器

杯 c(1) 高台径は7.8cmに復元される体部から高台部の破片資料である O 内外面とも体部は摩耗に

より調整は不明瞭であるが、外面の下端には回転ヘラ削りが観察され、内面の底部はナデが施される O

胎土には白雲母が少量含まれ、楼色~暗黄櫨色を呈する O

杯 e(2) 口径9.8cm、器高3.9cm、底径6.0cmに復元される O 器面は摩耗により調整は不明瞭で、ある

が、外面の底部には回転ヘラ切りが観察される O 胎土には白雲母がやや多く含まれ、澄色~i炎黄桜色を

呈する O

皿 (3) 復元口径15.0cmの破片資料で、器面は回転ナデが施される O 機色~i炎黄燈色を呈する O

230SX070出土遺物(第31図)

暗灰褐色土

土師器

杯(1 ) 口径は16.4cmに復元される口縁から体部の破片資料で、内外面とも回転ナデが施される O

胎土には白雲母が含まれ、暗樫色~黄櫨色を呈する O

椀 c(2) 高台径が8.4cmに復元される体部から底部の破片資料で、器面は摩耗が著しく調整は不明

である O 胎土には白雲母が少量含まれ、機色を呈するが、全体に灰色を帯びる O

灰紬陶器

椀または皿(3 ) 高台径が8.4cmに復元される体部から底部の破片資料である O 胎土は明青灰色~灰

白色を呈し、灰白色に発色する紬が施される O

段血 (4) 口径は17.4cmに復元され、口縁部と体部の境には段を有する O 胎土は明青灰色~灰白色

を呈し、灰白色に発色する粕が施される O

230SX019出土遺物(第31図)

明灰色土

土師器

皿(1 ) 口縁部小破片。内外面とも回転ナデが施され、胎土に白雲母が少量含まれ、澄色を呈する O

230SX023出土遺物(第31図)

暗灰色土

須恵器

風字硯(1 ) 二面硯と考えられる O 中央部の境縁はほぼ遺存し、現存長13.1cm、現存幅6.8cm、器高

3.8cmを測る O 焼成は良好で、灰色を呈する O 横田 E類である O

土師器

杯 (2) 口縁部の小破片で、器商の摩耗が著しく、調整は不明である O 者登色を呈する O

230SX034出土遺物(第31図)

暗灰色土

土師器
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杯a(1) 口径13.4cm、器高2.1cm、底径9.0cmに復元される O 内外面とも体部は回転ナデ、内面の

底部はナデが施され、外面の底部は回転ヘラ切りからナデ調整される O 胎土には白雲母が微量含まれ、

淡黄櫨色を呈する O

230SX039出土遺物(第31図)

明灰色土

灰紬陶器

椀(1 ) 高台径は7.4cmに復元される底部の破片資料である O 胎土は灰黄色を呈し、灰緑色に発色す

る粕を施す。内面の底部には重ね焼きの痕跡が観察される O

230SX048出土遺物(図版10)

褐灰色土

瓦類

平瓦 写真(図版10)に掲載した。文字瓦芯/類であり、「大Jの文字が2ヵ所に認められる O

230SX074出土遺物(第31図)

暗灰色土

土師器

杯a(1) 口径13.0cm、器高3.8cm、底径7.6cmに復元され、内外面とも体部は回転ナデが施され、

内面底部は不定方向のナデ、外面底部は回転ヘラ切りからナデ調整される o i炎黄澄色~淡黄色を呈する O

230SX078出土遺物(第31図)

暗灰色土

土師器

杯(1 ----3 ) いずれも口縁から体部の小破片で、器面の摩耗が著しく調整は不明である o1は口径12.6

cmに復元され、黒灰色を呈する o 2は胎土に白雲母が少量含まれ、淡黄櫨色を呈する o 3は黄灰色~灰

色である O

230SX098出土遺物(第31図)

暗灰色土

土師器

杯(1 ----3 ) いずれも口縁から体部の小破片で、器面の摩耗が著しく調整は不明である o 1は胎土

に白雲母が多く含まれ、淡樫色~槍色を呈する o 2は胎土に白雲母が少量含まれ、淡黄櫨色を呈する O

3は淡黄色である O

230SX113出土遺物(第31図)

灰白色土

須恵器

壷(1 ) 胴部下位から底部の破片資料で、底径は9.0cmに復元される O 胴部は回転ナデが施され、外

面の底部は回転ヘラ切りとなる O 灰白色を呈する O
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6 )調査区内出土遺物

表土出土遺物(第32図、図版10)

ここに報告する緑紬陶器平瓶の大半は、表土の掘削中に確認されたコンクリート擁壁の取り壊しの際

に発見されたものである O 復元および接合作業中に、たまり状遺構 (230SX018)の褐灰色土と小穴

(230SX032)の褐色土から出土した資料と接合した。本来はどちらかの遺構に帰属するものと考えら

れるが、正確な出土位置が不明で、あることから、ここでは表土出土遺物として説明する O

緑紬陶器

平瓶(1 ) 胴部から底部にかけての資料で、底径は14.8cmを測る O 外面の底部は回転ヘラ切りが施

される O 胎土は淡黄色を呈し、緑色に発色する粕を施し、光沢がある O 部分的に紬は赤色に変色する O

防長産と考えられる O

灰紬陶器

皿(2 ) 口縁から体部の破片資料で、口径は14.0cmに復元される O 胎土は明青灰色を呈し、淡黄緑

色に発色する粕が施されている O 東海産と考えられる O

灰色土出土遺物(第32図)

土師器

蓋 3 (1) 口縁部の小破片である O 内外面とも回転ナデが施され、淡樺色を呈する。

緑紬陶器

椀(2 ) 体部から底部にかけての破片資料で、高台径は7.0cmに復元される O 器面は摩耗し、粕の剥

離が著しい。削り出し高台で、内面の底部には重ね焼き痕が観察される O 胎土は灰色を呈し、淡黄色に

発色する粕を施している O 京都産と考えられる O

土製品

権(3 ) 縄目叩きの瓦を転用した製品で、完形品である。側面と底面は研磨により成形され、全長

5.6cm、最大幅3.65cm、厚さ2.1cm、重量48.8g、孔径0.6cmを測る O

表土

灰色土

、、

-A-
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褐色土出土遺物(第33図)

須恵器

蓋 c (1) 天井部の破片資料で、外面は回転ヘラケズリ、つまみ部は回転ナデが施され、内面は回

転ナデが行われる O つまみ部は暗樫色、外面は灰色、内面は灰褐色を呈する O

蓋 c1 (2) 口径は13.4cmに復元され、外面の天井部は回転ヘラ削り、口縁部は回転ナデが施され、

内面は回転ナデが行われる O 外面は灰黄色、内面は淡青灰色を呈する O

蓋1(3---6) 3は外面の天井部は回転ヘラ削り、口縁部は回転ナデが施され、内面は回転ナデが

行われる O 口径は13.3cmに復元され、灰白色を呈する o 4 ~ 6は口縁部の小破片で、回転ナデが施され

るo 4は外面に自然紬が付着し、還元が不良で、外面は灰白色、内面は青灰色を呈する o 5も還元が不

良で、外面は青灰色、内面は暗赤灰色を呈する o 6は還元が良好で、灰色を呈する O

蓋3(7---9) いずれも口縁部の小破片である o 7の外面は回転ヘラ削りおよび回転ナデが施され、

内面は回転ナデ調整される O 灰色を呈する o 8・9は内外面とも回転ナデが施され、 8の外面は暗灰色、

内面は淡灰色、 9は灰色を呈する O

杯 a(10) 口径13.2cm、器高3.8cm、底径9.2cmに復元される O 外面の底部は回転ヘラ切りで、それ

以外は回転ナデ調整となる O 還元は良好で、黒灰色を呈する O

杯 c(11---14) 11の高台径は8.0cm、12の高台径は8.6cmに復元され、いずれも灰色を呈する。 11の

外面の底部は回転ヘラ切りから高台が貼り付けられ、体部は回転ナデが施される o 12の外面の底部は回

転ナデから高台が貼り付けられ、体部は回転ナデが施される o 13・14は体部から底部にかけての小破片

で、体部は回転ナデが施されるが、 14の外面は器面が摩耗し、調整は不明瞭で、ある o 13の外面は暗灰色、

内面は淡青灰色を呈し、 14の外商は暗灰色、内面は青灰色となる O

鉢(15) 口縁部の小破片である O 外面は回転ナデとヘラ削りが施され、内面は横ナデから不定方向

のナデが行われる O 胎土には粘土のつなぎ目が観察され、外面は暗灰色、内面は灰白色を呈する O

土師器

杯 c(16---18) いずれも体部から底部にかけての小破片である o 16・17は器面の摩耗が著しく調整

は不明、 18は回転ナデが施される o 16は胎土に白雲母が多く含まれ、 j農澄色であるが、外面の底部は灰

色となる o 17は胎土に白雲母がやや多く含まれ、澄色を呈する o 18は白雲母が微量含まれ、外面はj農樺

色、内面は樫色を呈する O

高杯(19) 底径が16.2cmに復元される脚部の資料である O 内外面とも脚柱部はヘラ削り、裾部は横

ナデが施され、樺色を呈する O

斐 (20---22) 20の口径は18.0cmに復元され、内外面とも口縁部は横ナデ、胸部はヘラ削りが施され

るが、外面の調整は不明瞭である O 澄色を呈する o 21・22は口縁から胴部にかけての小破片である o 21 

は口縁部は横ナデ、外面の胴部はヘラナデ、内面はヘラ削りが施される O 胎土には白雲母が少量含まれ、

外面は樺色、内面は暗黄権色を呈する o 22は口縁部は横ナデ、胴部の内面は削り調整が行われ、澄色を

呈する O

-48-



二三孟三三 4

二三ミミ三三 7

で 1。

-V二二 13

-Jd人

19 

戸空空当記」ー...... 

/ 仁三言、 2 メ二-ード二二当、 3

一二、仁三 5

一:子、 8

~11 

二24

第33図調査区内出土遺物(2 ) 

-49-

一二X二二 6

二二当証三三 9

\ナ--K3~.12

一二号乞ー 18 

「グ



VII.小結

今回の大宰府条坊跡第230次調査は、限られた範囲であったが、 2面の生活面と整地層が確認された。

第 I面では奈良時代後期から平安時代の遺構群が検出され、整地層を挟んだ第E面では古墳時代後期か

ら奈良時代前半の遺構が発見された。以下、ここでは各面で検出された遺構を列記し、主な遺構を中心

に、現時点で考えられる幾つかの点を整理したい。

第 I面で検出された遺構は、溝6条 (SD003・010・015・025・030・075)、掘立柱建物 l棟 (SB050)、

柵列 2条 (SA020・080)、井戸 4基 (SE002・005・006・055)、土坑 7基 (SK004. 011 . 040・041・

045・060・065)、集石状遺構 l基 (SX035)、たまり状遺構、それに小穴群である O また、第E面から

は溝 l条 (SDl12)、掘立柱建物 3棟 (SB090・100・110)、土坑 l基 (SK095)、小穴群が発見された。

今次調査で検出された最古の遺構は、第E面の土坑 (SK095)で、遺構面の重複および出土遺物から

7世紀後半(大宰府 IA期)には埋没したと考えられる O 同様に、第H面から検出された掘立柱建物 3

棟は、上面に形成された整地層との関連から奈良前半(大宰府E期)には埋没したと考えられる O その

中でSB100とSB110は軸線がほぼ揃い、加えて重複する柱穴も認められることから建て替えが行われた

と考えられる O また、 SB090は調査区の制約や撹乱の影響によって柱穴2本の検出ではあるが、柱穴 a

からは根固め石と考えられる磯が出土し、上述の 2棟と約1.5mの間隔で並列する状況が窺えることか

ら掘立柱建物と推定している O 出土遺物は、いずれの掘立柱建物も希薄であるが、 SB100からは須恵器

の蓋3が出土している O 規模の判明したSB100は梁行 2間 (3.6m .12尺)、桁行3間 (3.9m・13尺)の

側柱建物であり、鷺田川の氾濫低地に位置することから整地事業時の建物である可能性が指摘される O

次に、第E面の上に形成された整地層は、褐色土で構成され、内部からは須恵器の蓋 C ・蓋 1・蓋3

・杯 a.杯 c、土師器の杯 C ・高杯・套などが出土している O ここでは比較的出土量が多く、型式学的

な変化の比較的捉えやすい須恵器の供謄具の特徴を述べ、整地層の形成時期について検討をしたい。

まず蓋 Cは扇平な擬宝珠形のつまみを有し、天井部は平坦な形状を呈する O また蓋 lのかえりは口縁

端部より内側に後退し、蓋3の口縁部形態は断面が三角形を呈する O 杯 aは体部の丸味を下端に有し、

杯 Cの高台の断面は四角形に近い低高台である O 以上の形態的特徴から整地層には 7世紀末(大宰府 I

B期)から 8世紀前半(大宰府E期)の遺物が包含され、整地層を掘り込んで奈良後半のたまり状遺構

(SX054)が構築されていることから、整地層の形成は奈良前半(大宰府E期)から後半(大宰府V期)

の間と推定される O

最後に、整地層上の第 I面についてみると、東西路(条路)の南側側溝 (SD025) と北側側溝 (SD

030)、それに南北路(坊路)の西側側溝 (SD003・015)が検出されている O 条路側溝の主軸方位は、 S

D025がN-83
0

-W、SD030はN-91
0 

- Eを指針し、北側側溝 (SD030) は政庁中軸線(狭川 1996・

1998) に対しでほぼ直交するが、南側側溝 (SD025) は西側が北に振れ直交しない点が問題となる O そ

れは調査範囲が狭小で東西7.75mの検出にとどまったこと、東側には坊路の西側側溝が検出され、交差

点が近接することが影響していると考えられる O 両側;溝毒のd心L心.;，、々間の距離は、 8.4m(ω28尺) --8.7m (29 9 

尺)を視測1刊り、過去の調査例(狭川 1ω996 .1ω99銘8、太宰府市史編纂委員会 1ω99幻2) と比較すると、その規

模はかなり大きくし、東側約5ωO∞Omの地点で

と規模はほぼ同じであり、十一条の東西路(条路)は相対的に広かつたと考えられる O

また、南北路(坊路)の西側側溝は、 SD003とSD015が重複して検出されたことから、改修された可

能性が考えられる O 主軸方位はそれぞれN-3
0

-WとN-2
0

-Eを指し、政庁中軸線とほぼ平行関係

にある O その西側に構築された溝 (SD010) の南側は、南北路(坊路)の西側側溝 (SD003・015) と約
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100mの間隔をおいでほぼ平行関係にあることから、道路側溝の可能性を考える必要があろう O 東西路

(条路)の南側側溝 (SD025) は、整地層を掘り込んで構築されているが、平安中期(大宰府医~x期)

の井戸 (SE002・006) に壊されている O また、道路側溝とは直接的な切り合い関係はないものの、道路

面と推定される範囲に奈良後半(大宰府V期)のSX054、平安前期(大宰府VIb期)のSX007、同(大

宰府四期)SX053が構築されている O なお、道路側溝の最終的な埋没時期は出土遺物から平安前期末か

ら中期初頭(大宰府四期)と考えられる O

次に、平安前期の所産と推定される掘立柱建物 (SB050)は、梁行 2間 (3.0m. 10尺)、桁行 3間

(5.4m . 18尺)の側柱建物で、東西路(条路)の北側側溝 (SD030)の推定線と約103mの間隔で、並行

関係にあることから町家を構成する 1棟であったと考えられる O

井戸は、いずれも平安中期の所産と考えられる O 調査区の南東側に展開する 2基 (SE002・006) は

大宰府政--x期と推定され、出土遺物からSE002がやや先行すると考えられる O 北西端の 2基 (SE005

・055) については、調査区の制約から完掘に至っておらず、明確な帰属時期は捉えきれていないが、

遺構聞の切り合い関係からSE005が先行すると推定される O

以上、大宰府条坊跡第230次調査で検出された 2面の主な遺構と整地層について見てきた。地点的な

調査の制約から十分な検討を行うことはできなかったが、大宰府条坊跡を考える上では、貴重な資料を

提示できたと考える O
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付編 大宰府条坊跡230次調査出土遺物の蛍光X線分析

1. 目的

本澗11:より山仁した材質不I!I]の資料2点について、それぞれ以 Fの11的でfif光X線による材質の1，;liE

を試みた。

a S -25 1情灰色上金属製品鉛製品かDかの判断

b: S -40 lIiJ灰色 1:. fII途不明j世物材質分析

2.分析方法

まず資料を実体顕微鏡などをJTIいて肉眼観察した後、太宰府市文化ふれあい館設附の微小郷エネルギ

一分散担蛍光X線分析災ii'i:(TREX650 (株)テクノス社製)を111いて、各資料についてA竹分析を行っ

た。分析条j'l:1ま次のとおりであるo

(分析条件)

Xff，!笹'/11圧・ 40KV X線色沼流:3.00mA コリメーター・ 0.30mm 7イlレター:なし

測定時|悶 300秒分析~lt1~ ・」12

3 結果

それぞれの分析結決を以ドにぷす。

a 

l勾 IIRWI祭では、ぷ(fiiに見られる n色粉状の中成物や、 ifd，l感~t;;

から鉛成分が合まれている'jJが卜分に F怨された(写)'0)。銀

jパ色部分の分析の結果、自i、硫f止が検出され、鉛製JIllて肺ある')Jが

fiI企認された([:耳11) イリジウムのイT1'Eについてはその純l主|が明

らかでない。

b 

l利11則規聖書では、約 8mmの!京みの黒褐色のτFらな層と、それにil¥'

，{(する、単位j色から政 !こ色へと徐々に色味が変化する波状をぜす

る胞の 2@が確認できる(万点 2)。外観やif!:1Ikから考えて有機物

の "J 能性がiflj かったが、附句に分析を行った紡~付金U\ された元点

はいずれも、鉄、カ lレシウム、マンガン、ケイ点等で憎のi主いに

よる法はほとんど焼く、これらは表而lにHlfしていたよの成分と

号えられる。この遺物そのものの材質を示す冗点は特定できなか

った(図 2・3)。

この遺物がまだ混った状態にあった時には気付かなかったが、

乾燥した状態では石油系の刺激尖を枚っている :I~がわかり、有機

化合物の可能'1'1:が尚いと与えられる。この化合物の材質 例逃特

定のためには別の分析を行う必裂があり、 I'H土状況を考慮した|ー

で地物の性終を判断しなければならないだろう。
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図 1 分析結果.a 
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図2 分析結果:b (平薗部分)
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図3 分析結果:b (暴状部分)
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大宰府条坊跡第230次調査 遺構番号台帳(1 ) 

s-
遺構番号 種別 備 考

埋積土状況 遺構間切合
時 期 地区番号

番号 (古→新) (古→新)

l 230SX001 たまり 明灰色土 38→ 1 平安前期(頂期) B2・3

2 230SE002 井戸
明褐色土→黒褐色粘土

85→25→ 2 
平安前期~中期(医期) C.D3 

→暗灰色土→褐灰色土 -後期

3 230SD003 溝 道路側溝 明褐色土→明灰色土
10・15・18・29→

平安中期・後期 D1 
3 

4 230SK004 土坑
褐色土→暗灰色土→明

平安前期 C 1 
灰色土

灰褐色粘土→暗灰色土

5 230SE005 井戸 →褐色土土→褐灰色土→ 55→ 5 平安中期・後期 G.H8 
黒褐色 →暗灰色土

暗灰色砂→暗灰褐色土
平安中期(医<X期)

6 230SE006 井戸 井戸枠は板材・曲物 →黒色粘土→黒灰色土 25・58→ 6
-後期(XlI期)

D2・3
→暗灰色土

7 230SX007 たまり 焼土を多量に含む 赤褐色土 57→53→ 7 平安前期 (VIb期) E3 

8 230SX008 小穴群 3穴 明灰色土 9→ 8 奈良 B 1 

9 小穴群 4穴 明灰色土 9→ 8 奈良・平安 B2 

10 230SDOlO 溝 灰褐色土→晴灰色土 18・31→10 平安前期 C1~D2 

奈良後期平安後期混
11 230SK011 土坑 明灰色土

じり
C2 

12 小穴 明灰色土 平安前期~ C2 

13 小穴 暗灰色土 25→13 平安前期~ D2 

14 たまり 明灰色土 25→14 平安中期~ D2 

15 230SD015 溝 道路側溝 灰褐色土 15→ 3 D1 

16 小穴 明灰色土 平安前期~ D2 

17 小穴 明灰色土 平安前期~ C2 

18 230SX018 たまり 褐灰色土 18→10→ 3 平安前期~ C'D1 

19 おOSX019 小穴 明褐色土→明灰色土 24→19 奈良後期・平安前期~ D2 

20 230SA020 柵列
21 (2穴)、 37(1穴)、

暗灰色土・明灰色土 47→20 E4~D5 
42 (1穴)は S20に変更

21 小穴群
8穴 2穴は20C . dに

暗灰色土 22→21 平安前期~ E4 
変更

22 小穴群 4穴 明灰色土 75→22→21 平安前期~ F4 

23 230SX023 小穴群 2穴焼土を多く含む 暗灰色土 63・75→41→23 平安 E4・5

24 230SX024 たまり 暗灰色土 24→19 平安前期 (VIb 期)~ D.E2 

25 230SD025 溝 道路側溝 暗灰色土
85→25→ 2・6・

平安前期(珊期) D2~C4 
13・14

26 小穴 明灰色土 平安前期 (VIb 期)~ C2 

27 小穴 明灰色土 平安前期~ C3 

28 小穴 明灰色土 平安前期 (VIb 期)~ D2 

29 小穴 暗灰色土 29→ 3 平安前期 (VIb期) ~ C 1 

30 230SD030 j茸 道路側溝 暗灰色土 70・89→30 平安前期(珊期) F4~E5 

31 小穴 明褐色土 31→10 D2 

32 230SX032 小穴 焼土を多量に含む 褐色土 平安前期~ E2 

33 小穴群 4穴 暗灰色土 平安前期~ D5 

34 230SX034 小穴群 3穴焼土を含む 暗灰色土 70→102→34 平安前期 (W期)~ F4 

35 230SX035 集石状遺構 離は花尚岩 褐灰色土 奈良 G7・8
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大宰府条坊跡第230次調査遺構番号台帳(2 ) 

S 
遺構番号 種別 備 考

埋積土状況 遺構間切合
時 期 地区番号

番号 (古→新) (古→新)

36 小穴 暗灰色士 62→64→36 E5 

37 小穴群 2穴 l穴は20bに変更 明灰色土 62→37 平安前期 (VI期)~ E5 

38 230SX038 小穴群 2穴 明褐色土 38→ l 平安後期~ B2 

39 230SX039 小穴 明灰色土 46→39 平安前期~ E5・6

40 230SK040 土坑
暗灰色土→黒灰色土→ 試掘坑により 61と

平安前期(四期) E6・7
暗灰色土 の新旧は不明

41 230SK041 土坑 明灰色土
48・62・63・75→

平安前期(四期) E5 
41-->-23 

42 小穴群 2穴 1穴は20aに変更 明灰色土 平安前期~ D5 

43 小穴群 4穴 明灰色土 平安前期~ D5 

44 小穴群 2穴 明褐色土 44→10 D1 

45 230SK045 土坑 暗灰色土 50・73・88→45 平安前期(四期) F.G7 

46 230SX046 小穴 暗灰色土 46→39 平安前期(VlI期)~ E5 

47 小穴 褐灰色土 47→20 平安前期(四期)~ D5 

48 230SX048 小穴 褐灰色土 62→48→41 平安 E5 

49 230SX049 たまり 暗灰褐色土 59→49→52 平安前期 (VIb期) F.G5・6

67・74・76.77・83・84
50 230SB050 掘立柱建物 とも重複関係にあるが直 明灰色土→暗灰色土 50→45 平安前期 F6~8 

接的な切り合いはない

51 小穴 明灰色土 75→51 平安前期(VlI期) ~ E4 

52 230SX052 小穴群 5穴 暗灰褐色土 49・79→52 平安前期~ F5 

53 230SX053 たまり 黒灰色土→暗灰色土 57→53→ 7 平安前期(VlI期) E3 

54 230SX054 たまり 暗灰色土 105→54 奈良後半 (V期) D3・4

55 230SE055 井戸
調査区の端のため底面ま

暗灰色土 55→ 5 平安中期 G8・9
で調査はできていない

56 小穴群 2穴 明灰色土 平安前期~ F5 

57 230SX057 小穴群 3穴 明灰色土 57→53→ 7 平安前期~ E3 

58 230SX058 小穴 明灰色土 58→ 6 平安前期(四期) D3 

59 230SX059 小穴群 2穴 灰褐色土 59→49 F5 

60 230SK060 土坑 明灰色土 60→72 奈良後半 F8・9

61 230SX061 たまり 明灰色土
試掘坑により40と

奈良後半 D6 
の新旧は不明

62 230SX062 たまり 明灰色土
62→36・37・41・

平安前期~ E5 
48・64

63 230SX063 たまり 明灰色土 63→41→23 平安前期~ E5 

64 小穴 明灰色土 62→64→36 E5 

65 230SK065 土坑 暗灰色土 87→65 平安中期 F8 

66 230SX066 小穴 離が出土(離は花筒岩) 明褐色土 D5 

67 たまり 明灰色土 平安前期 F7 

68 小穴 明灰色土 E6 

69 小穴群 2穴 青灰色土 平安前期~ G8 

70 230SX070 たまり 暗灰褐色土 70→30・34・102 平安前期 F4・5

71 小穴群 3穴 暗灰褐色土 平安 G7 

72 230SX072 小穴 黒褐色土 60→72 平安前期(四期)~ F9 

73 230SX073 小穴群 4穴 暗灰色土 73→45 平安前期 F7 
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大宰府条坊跡第230次調査遺構番号台帳(3 ) 

S-
遺構番号 種別 t庸 考

埋積土状況 遺構間切合
時 期 地区番号

番号 (古→新) (古→新)

74 230SX074 小穴群 5穴 暗灰色土 平安前期刊~四期 E6.7 

75 230SD075 溝 明灰色土
75→22・23・41・

平安前期 (VIb期) E4・5
51 

76 小穴群 3穴 暗灰色土 平安前期~ E7 

77 小穴群 2穴 暗灰色土 平安前期~ F7 

78 230SX078 小穴群 4穴 暗灰色土 平安前期~ E.F6 

79 小穴群 4穴 明灰色土 86→79→52 平安 G6 

80 230SA080 柵列 掘立柱建物の可能性有り 暗灰色土 E8~G9 

81 小穴群 4穴 暗青灰色土 平安前期(四期)~ H7 

82 小穴群 3穴 灰色土 平安前期~ G6 

83 小穴 暗灰色土 84→83 平安前期(四期)~ F6 

84 小穴群 2穴 暗灰色土 84→83 平安前期(刊~珊期) F6 

85 230SX085 小穴 明灰色土 85→25→ 2 C3 

86 小穴 明灰色土 86→79 奈良~ G5 

87 230SX087 小穴群 2穴 暗灰色土 87→65 奈良~ F8 

88 小穴 暗灰褐色土 88→45 F7 

89 小穴群 4穴 暗灰褐色土 89→30 平安中期~ F5 

90 230SB090 掘立柱建物
第H面 2穴の検出で、

灰黄褐色土→灰褐色土 D4 
1穴から根囲め石が出土

91 小穴群 3穴 明灰色土 平安前期~ E3 

92 小穴群 4穴 l穴を80aに変更 灰褐色土 平 安 ~ F9 

93 小穴 明灰色主 奈良~ D6 

94 小穴群 2穴 暗灰色土 平安前期(VIl期)~ G9 

95 230SK095 土坑 第E面 灰白色土 古墳後期(I A期)~ F4・5

96 小穴群 3穴 明灰色土 平安前期~ G8 

97 小穴 青灰色土 F8 

98 230SX098 小穴群 3穴 l穴を80bに変更 暗灰色土 平安~ F8 

99 小穴群 4穴 l穴を80cに変更 暗灰色土 平安~ F8 

100 230SB100 掘立柱建物 第E面 110と重複 灰黄褐色土→灰褐色土 110→100 奈良前期 D.E4~6 

101 小穴群 7穴 暗灰色土 平安前期 (VII期)~ H8 

102 230SX102 小穴 明灰色土 70→102→34 F4 

103 小穴 黒灰色土 平安前期~ E6 

104 小穴 明灰色土 E5 

105 230SX105 小穴群 4穴 暗灰色土 105→54 奈良後半 D4 

106 小穴群 第E面 3穴 灰色土 F5 

107 小穴群 第E面 4穴 灰褐色土 G7 

108 小穴 第 E面 灰褐色土(砂質) E6 

109 小穴 第 H面 灰白色土 E7 

110 230SB110 掘立柱建物 第 H面 100と重複 灰黄褐色土→灰褐色土 110→100 D.E4~6 

111 小穴 第 H面 灰色土 D6 

112 230SDl12 溝 第 H面 灰褐色土(砂質) 112→40 D6~E7 

113 230SX113 自然傾斜 第 E面 自然傾斜と推定 灰白色土 113→40 奈 良 ~ D6 

114 自然傾斜 第E面 自然傾斜と推定 灰白色土 114→100 D6 

1
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大宰府条坊跡第230次調査 出土遺物一覧表(1 ) 

須恵器
蓋蜜b、蓋 c、蓋3、杯 c、杯×皿、 高杯、 登×葦×高杯、 費、

土師器 手蓋2、、3小煮、炊杯皿具d(ヘ、、破丸ラ底片)、杯皿a、、高丸杯底、杯費、、椀受cb、丸(叩椀き、)ノ、j、l把m手a付l姿、小、把皿

黒色土器A 椀 c

黒色土器B 椀 c、破片

越州窯系青磁 椀:1 (3)、II (1)、 II-2 (1)、破片:1 (1)、 II (1) I 

青磁(未分類) 破片 (2) 

瓦 類 平瓦(縄目、格子)、丸瓦、破片(格子)

緑粕陶器 椀×皿(尽都) (1)、破片(防長) (1) 

自 磁 皿:百一 1b (1)、 W-2a (1)、破片 :II系(1)

須恵質(輸入) 朝鮮系陶器饗 (2) 

その他焼土塊

S-2 暗灰色土

須恵器 蓋c、饗

土師器 椀 c、小皿 a2、婆b、煮炊具

黒色土器A 椀 C

越州窯系青磁 水注破片:1 (1) 

瓦 類 平瓦(縄自)

緑粕陶器 破片(近江) (1) 

白 磁 破片:1 (1) 

須恵質(輸入) 朝鮮系陶器斐(1)

S-2 黒褐色粘土

須恵器 蓋 c、杯、査、泰、鉢b
土師器J 椀 c、椀 c2、小皿 a1、供膳具、煮炊具

黒色土器A 供勝具

黒色土器B 鉢

越州窯系青磁 椀:1-5 (1)、 II (1)、破片:II (2) 

瓦 類 丸瓦(縄目、格子)

石 製 品 碁石

白 磁 破片:1 (1) 

S-2 明褐色土

須恵、器 蓋3、杯、援鉢(篠)、登c、登d、議

土師器 椀 c2、小皿 a1、護b

黒色土器B 椀、鉢

越州窯系青磁 椀:1 (2)、 1-2 (1)、風:1 (2)、破片:1 (1) 

瓦 類 平瓦(格子)、丸瓦(格子)

石 製 品 砥石、破片(滑石)

緑紬陶器 椀(近江) (1) 

灰紬陶器 破片付)

中国陶器 破片(1)

S-3 明灰色土

須恵器 葦c、葦3、杯a、杯 c 、皿×杯、~

土師器 杯地)a、、婆杯 c、均二×皿、 椀 c1、皿、 翌a、斐 a(筑後)、 饗 (在

製塩土器 月1警告土器

黒色土器A 椀 c、婆

黒色土器B 椀 c

越州窯系青磁 椀:II (1)、 IIIb (1)、査 :II系(1)、破片:1 (2) 

瓦 類 平瓦(縄目)、丸瓦(格子)、破片(縄目、格子)

石製品 砥石

白 磁 椀:II (1)、 N-l (1)、 Nb (1)、破片(1)

須恵器 叢 c、蓋3、杯c、饗

土師器 杯 a、丸底杯a、椀c、努 a、斐b、斐

黒色土器A 椀、供膳具

越州窯系青磁 椀:1 (1)、 1-5 (1)、 II (1)、破片:1 (3) 

瓦 類 破片(縄目)

緑粕陶器 破片(尽都) (1)、(東海) (2)、(不明) (1) 

白 磁 沼 -1 (1) 

L三り埋 焼土塊

S-5 暗灰色土

須恵器 義 c、蓋 l、蓋3、杯c、杯 cX皿、登、費、把手

土師器 杯 a、丸底杯a、杯c、椀c、血c、皿、費(在地、筑後)、饗

製塩土器 焼塩壷

黒色土器A 椀 c、破片

越州窯系青磁 登(1)、破片:1 (9)、II (2) 

瓦 類 平瓦(縄目、格子)、丸瓦(縄目)

石 製 品 石鍋(滑石)

緑粕陶器 破片(近江) (1)、(不明) (1) 

灰粕陶器 貯蔵具(1)、破片 (3) 

中国陶器 破片 (3) 

金属製品 鉄釘

護
一
楚
一

、
一
、
一
塊
一

ヒ
一
杯
一

3
一土一

壮
一
高
一
葦
焼
一
土

色
一
一
:
一
-
-
一
色

褐
一
器
一
器
一
他
一
灰

灰
一
一
一
一
暗

一
恵
一
師
一
の
一

F
U
-
-

一
一
円
。

二
須
一
土
一
そ
一
一

S
一

一

一

一

S
須恵器 蓋 c、蓋3、杯c、杯、杯×皿、登、婆

土師器 杯台、a、費杯a、c斐、丸b底、杯曹、a煮、炊丸底具杯、 椀 c、小皿 a1、小皿2、器

黒色土器A 椀 c、愛

黒色土器B 椀 c、椀

瓦 器 椀

越州窯系青磁 椀:1 (1)、 II (1)、破片:1 (1) 

瓦 類 平瓦(縄目、格子)、丸瓦(縄目)、破片(縄目)

石 製 品 碁石、磨石

緑紬陶器 破片(尽都) (1) 

自 磁 椀:N (4)、W-lb (1)、 N-b (2) 

須恵質(輸入) 朝鮮系陶器 (2) 

金属製品 鉄釘、鉱i宰
そ の 他 焼土塊

S-6 黒灰色土

須恵、器 室長3、杯 c、婆

土師器 悲し杯、丸底杯a、椀c、小皿 a1、器台、煮炊具

黒色土器B 椀 c、破片

越州窯系青磁 椀:1 (1)、杯:1 (1)、破片:1 (1)、 II (2) 

瓦 類 平瓦(縄目、格子)、丸瓦(縄目)

緑紬陶器 椀(近江) (1)、血(東海) (1)、破片(東海) (1) 

白 磁 破片:華南 (2) 

中国陶器 破片(1)

須恵質(輸入) 朝鮮系陶器破片(1)

金属製品 鉄浮

そ の 他 焼土塊

S-6 暗灰褐色:仁

須恵器 杯 c、控鉢(篠)、室、斐

土師器 杯 a、椀c、小皿 a1、饗 a、葱b、煮炊具

黒色土器A 破片

黒色土器B 椀

瓦 類 丸瓦(格子)、破片(格子)

石 製 品 破片(滑石)

金属製品 鉄釘

L主製品 用途不明
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大宰府条坊跡第230次調査 出土遺物一覧表(2 ) 

須恵器 釜c、蓋3、杯a、杯c、室、護

土師器 蓋c、椀c1、高杯、費a

製塩土器 焼塩査

黒色土器A 椀2

越州窯系青磁 椀:I (1) 

瓦 類 平瓦(格子)、破片(縄罰、格子)

その他 土援?

S-lO灰褐色土

須恵器 蓋4、壷

土師器 杯c、杯d、椀、皿a、楚 a (在地、筑後)

製境土器 破片

黒色土器A 椀 c1、椀

越州窯系青磁 椀:I (1) 

瓦 類 平瓦(格子)、丸瓦(格子)

その他 焼土塊

須恵器 蓋c、釜3、杯c、担鉢(篠)、査、費

土師器 蓋婆b(筑、杯後)a 、丸底杯(混入)、椀 c1、丸椀、 皿、 要a、妻b、

製塩土器 焼塩資

黒色土器A 椀、破片

黒色土器B 椀 c

越州窯系青磁 鉢破片:I (1)、破片:I (1)、 II (1) 

瓦 類 平瓦(縄目、格子、文字VI-3)、丸瓦(格子)

石 製 品 碁石

緑紬陶器 椀海)(近(2江))、 ~京3 都)、)皿(3(近)、江(不)明(2))、(1皿)(尽都) (1)、破片 (東

灰粕陶器 破片付)

金属製品 鉄釘、鉄淳、棒状鉄製品

S-26 明灰色土

|土師器|供謄具、煮炊具(筑後)

S-27 明灰色土

|須恵器|護、破片

|土師器|供膳具、破片

|黒色土器A I破片

S-28 暁灰色土

|土師器|斐a、供膳具

S-29 暗灰色土

|土師器 1;高台
|その他 i焼土塊

S -30 暗灰色土

須恵器 蓋3、杯c、杯、資、費

土師器 杯a、椀c、小皿 a1、煮炊具

黒色土器A 破片

黒色土器B 椀 c、供膳具

瓦 類 平瓦(縄目)、丸瓦(縄13)、軒丸瓦、破片(縄自)

石 製 品 砥石

灰紬陶器 破片(1)

そ の 他 焼土塊

S-31 明褐色土

|須恵器|供膳具、貯蔵具

|土師器|蓋3、杯 a (ヘラ)、煮炊具

S-32 褐色土

|須恵器|壷e、輩、斐

|緑粕陶器|査(防長) (1) 

S-33 暗灰色土

|須恵器|破片

| 土 陶 器 |饗a、供膳具

|黒色土器A I被片

S 34 暗灰色土

|須恵器|供勝具

|土師器|杯 a (ヘラ)

S 35 褐灰色土

|須恵器|費、供謄具

|土師器|供勝具
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大宰府条坊跡第230次調査 出土遺物一覧表(3 ) 
S -49 暗灰褐色土

須恵器 蓋3、杯c、杯、皿、資、費、鉢 a3 

土師器 蓋c、杯a、血a、要 a、煮炊具

黒色土器A 椀

瓦 類 破片(縄目)

石製品 碁石

灰糊陶器 皿(1)

土製品 カマド

須恵器 蓋査、c費、蓋、鉢l、b蓋3、小壷蓋、蓋 3X高杯、小杯c、杯c、杯身、

土師器 杯a、椀 c1、椀 c2、血a、言語(精製、在地、筑後)、煮炊具

製塩土器 焼塩査

黒色土器A 椀 c1、費

長沙窯系青磁 水注(1)

瓦 類 平瓦(縄自)、丸瓦(縄目)、軒丸瓦

石 製 品 碁石

緑紬陶器 椀(防長) (1)、(尽都) (2)、破片(防長) (1) 

灰粕陶器 椀(1)、査 (2)、破片(1)

土 製 品 用途不明

その他 焼土塊

須恵、器 釜3、杯c、室、素b、察、鉢b

土師器 杯a、椀 c1、椀c、高杯、受 a (筑後)、妻 a

黒色土器A 椀、斐

越州窯系青磁 水注:1 (1) 

長沙窯系青磁 水注(1)

瓦 類 平瓦(縄目)、丸瓦(縄目)

石 製 品 砥石

灰粕陶器 破片付)

その f也 焼土塊
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大宰府条坊跡第230次調査 出土遺物一覧表(4 ) 
S-67 明灰色土

|須恵器|杯a、杯

|土師器 i杯、煮炊具

|黒色土器A I椀
S-6θ 青灰色土

|須恵器|杯c

|土師器|蓋3、皿 a、斐

S -70 暗灰褐色土

一 司Eす-，一一
須恵器 蓋3、杯a、杯 c、豪、 き筆

土師器 椀 c1、護 a (在地、筑後)

黒色土器A 椀 c

瓦 類 破片(縄目)

石製品 碁石

弥生土器 大型坊

そ の 他 焼土塊

須恵器 蓋 c3、蓋3、査輩、杯a、杯c、皿a、査、墾b、建

土師器 蓋ac (雲3母、蓋)、3婆、杯(筑a後、)杯、甑c 、杯 d 、血 a 、把手付費、 ~a 、護

製塩土器 焼塩壷

黒色土器A 供膳具

瓦 類 平瓦(縄目)、丸瓦(縄目)

土製品 カマド

その他 焼土塊

S -55 暗灰色土

須恵器 蓋3、杯c、壷 fXd、斐

土師器 杯 c、杯、皿 l、護、把手、煮炊具(在地、筑後)

黒色土器A 椀 C

黒色土器B 椀

越州窯系青磁 破片:1 (3) 

瓦 類 破片(格子)

緑粕陶器 破片(防長) (1) 

灰粕陶器 破片(1)

自 磁 皿:XI (1)、破片:1 (1) 

須恵器 蓋、杯c、杯身、饗

土師器 杯 a、杯、椀c、議

越州窯系青磁 破片:1 (1) 

瓦 類 平瓦(縄問)

灰理由陶器 段皿(1)、椀×皿(1)

土 製 品 カマド

その他 焼土塊
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大宰府条坊跡第230次調査 出土遺物一覧表(5 ) 
S-100 i 灰黄褐色土

|土師器|破片

S 101 暗灰色土

須恵器|蓋3、杯a、杯c、寮

土腕器|杯a (ヘラ)、蜜 a、費b

その他|焼土塊

S-103 黒灰色土

|須恵器|費

|土師器|供膳具

S-105 暗灰色土

|土師器!杯a、薬 a

S-106 灰色土

|須恵器|楚

|土師器|費 a、費、供膳具

S-107 灰褐色土

|須恵器|破片

|土師器|輩、供膳具

S -llOd 灰黄褐色土

|須恵器|費、供膳具

S-112 灰褐色土

|土師器|煮炊具、破片

S-113 灰白色土

|須恵器|造、遺 a

表土

須恵器 蓋b、c斐、蓋 l、釜3、蓋、杯a、杯c、杯、杯身、小室、登、斐

土師器 蓋血32、、 輩高杯、杯、器a台、杯、饗c、a杯、妻d、b丸、底費杯、把、椀手付c菱、椀、把c手l焼、塩皿査a 、

製塩土器 焼塩壷

黒色土器A 椀c、椀c1、椀2、椀、破片

越州窯系青磁 椀:1 (2)、II (1)、破片(1)

長沙窯系青磁 水注 (4) 

龍泉窯系青磁 椀:m (1) 
瓦 類 平瓦(縄自、格子)、丸瓦(縄目)、丸瓦、軒平瓦、破片(格子)

石製品 紡錘車、剥片(黒曜石)

緑紬陶器 平瓶(防長) (1)、椀(近江) (1)、破片(尽都) (2) 

灰紬陶器 皿(1)

肥前系陶磁器 瓶(1)

土製品 カマド

その他 焼土塊

灰色土

須恵器 蓋鉢c 3 、蓋c 、蓋3 、杯a 、杯c 、杯、皿a 、皿3 、査、菱、

土師器 杯地、c筑、杯後)、、丸受底a杯、a 饗、、椀把c手、皿a 、皿3、皿、 蚤 a、斐a (在

黒色土器A 椀c、破片

瓦 類 平瓦(縄目)、破片(縄目)

緑粕陶器 椀(尽都) (1)、破片(近江) (2) 

白 磁 破片:広東系(1)

土製品 権

蓋c、蓋 l、蓋3、杯c、査、斐

杯 c 、高台、 ~a 、護、供謄具、煮炊具
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S-l 明灰色土

種別 器種 図版番号

土師器 椀 c1 第28図-1

土師器 椀 c1 第28図-2

土師器 皿C 第28図-3

石製品 面子? 第28図-4

S-2 褐灰色土

種別 器種 図版番号

土師器 聾 第四図-1

青 磁 未分類 第四図-2

陶器 費 第四図-3

土師器 丸底杯a

土師器 小皿 a

土師器 小皿 a

土師器 小皿 a

土師器 小皿 a

土師器 小皿 a

土師器 小皿 a

8-2 明褐色土

種別 器種 図版番号

緑紬陶器 椀 第四図-9

黒色土器B 椀 第四図-8

須恵器 担鉢 第19図-7

須恵器 査 第四図-6

石製品 砥石 第四図-10

8-5 褐灰色土

種別 器種 図版番号

白磁 椀 第20図-4

緑紬陶器 破片 第20図-3

緑紬陶器 破片 第20図-2

黒色土器A 鉢 第20図-1

大宰府条坊跡第230次調査 遺物計測表 (1) 

R一番号 口径 器高

R-001 (11.0) 4.9 

R-002 (12.0) 4.0+α 

R-003 (12.4) 2.2 

R-004 

R一番号 口径 器高

R-001 3.3十 α

R-002 2.0+α 

R-003 6.2+α 

M-001 (15.8) 3.5 

M-002 (11.0) 1.4 

M-003 (11.0) 1.2 

M-004 (10.6) 1.0 

M-005 (10.0) 1.4 

M-006 (9.0) 1.1 

M-007 10.4 1.5 

R一番号 口径 器高

R-001 1.8+α 

R-002 2.4十 α

R-003 2.2+α 

R-004 4.6+α 

R-005 

R一番号 口径 器高

R-001 2.8十 α

R-002 1.5+α 

R-003 1.3十 α

R-004 7.2+α 
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底径

7.0 

(6.6) 

底径

(8.0) 

(8.0) 

(8.0) 

(7.0) 

(6.6) 

8.2 

底径

(6.1) 

底径

単位=cm、( )=復元数値、 +α=残存高

底部切離し 内底ナデ 板状圧痕

O 

O 

底部切離し 内底ナデ 板状圧痕

ヘラ O 

J¥フ

ヘラ O 

J¥フ

ヘラ O 

ヘラ O 

J¥フ O 

底部切離し 内底ナデ 板状圧痕

静止糸切り

底部切離し 内底ナデ 板状圧痕

備 考

備 考

朝鮮系

備考

朝鮮系

備考

備 考

近江産

篠

搬入品

備考

備考

備 考

XI 1類

東海産

産地不明

備考



S-6 暗灰色土

種別 器種 図版番号

土師器 椀 c2 第21図-2

土師器 小皿2 第21図-3

土師器 蓋 第21図-4

黒色土器A 聾 第21図-5

黒色土器B 椀 c2 第21図-7

黒色土器B 椀 第21図-8

黒色土器B 椀 c2 第21図-6

緑紬陶器 破片 第21図-9

須恵器 担鉢 第21図-1

石製品 磨石 第21図-12

鉄製品 長T 第21圏一10

鉄製品 釘 第21図-11

土師器 小皿a

土師器 小皿a

土師器 小皿a

土師器 小皿a

土師器 小皿a

土師器 小皿a

土師器 小皿a

土師器 小血a

土師器 小皿a

土師器 小皿a

土師器 小皿a

土師器 小皿a

土師器 小皿a

土師器 小皿a

土師器 小皿a

土師器 小皿a

土師器 丸底杯a

土師器 丸底杯a

土師器 丸底坪a

土師器 丸底杯a

土師器 丸底杯a

土師器 丸底杯a

土師器 丸底杯a

土師器 丸底杯a

土師器 丸底均二a

土師器 丸底杯a

S-6 黒灰色土

種 別 器種 図版番号

土師器 丸底土不 第21図-13

黒色土器B 椀 c2 第21図-14

緑紬陶器 皿 第21図-16

緑粕陶器 椀 第21図-15

土師器 小皿 a

大宰府条坊跡第230次調査 遺物計測表(2 ) 

R一番号 口径 器高 底径 底部切離し 内底ナデ

R -001 (15.2) 5.1 6.9 

R-002 (10.0) (0.9) (7.0) 

R-003 1.6十 α

R-004 3.7+α 

R-005 (15.6) 4.7+α 

R-006 (16.0) 2.6+α 

R-007 (16.0) 4.6+α 

R-008 1.7十 α

R-009 2.0+α 

R-010 

R-Oll 

R-0l2 

M-001 (9.4) 1.3 (7.8) J¥フ O 

M-002 (10.2) 1.2 (7.8) 

M-003 (9.8) 1.3 (6.8) ヘラ

M-004 (10.4) 1.2 (8.0) ヘラ × 

M-005 (10.2) 1.5 (8.0) ヘラ

M-006 (9.8) 1.3 (7.6) ヘラ × 

M-007 9.7 1.3 7.6 ヘラ O 

M-008 10.0 1.8 8.0 ヘラ O 

M-009 9.6 1.3 6.7 ヘラ O 

M-OlO 9.5 1.3 7.4 ヘラ

M-Oll (10.0) 1.2 (7.2) ヘラ O 

M-012 (9.4) 1.6 (6.8) ヘラ O 

M-013 (9.8) 1.0 (6.8) ヘラ O 

M-014 10.2 1.4 6.4 ヘラ O 

M-015 9.0 1.3 6.5 

M-016 9.7 1.5 6.8 ヘラ O 

M-017 15.0 3.1 

M-018 12.8 3.3+α 

M-019 14.8 3.4+α 

M-020 15.6 4.4 

M-021 16.2 4.5 

M-022 14.6 3.1 

M-023 15.8 3.2+α 

M-024 15.4 3.6 

M-025 15.8 3.7 

M-026 15.0 4.5 

R一番号 口径 器局 底径 底部切離し 内底ナデ

R-001 (13.0) 3.4+α O 

R-002 3.7+α 7.1 

R-003 1.3+α 

R-004 3.1+α 

M-OOl (10.2) 1.1 (7.2) ヘラ

-68-

板状圧痕

O 

O 

× 

× 

O 

O 

× 

O 

O 

O 

× 

O 

O 

O 

板状圧痕

O 

O 

備考

畿内産

備 考

墨書

尽都産

搬入品

写真資料

写真資料

写真資料

備 考

東海産

近江産



大宰府条坊跡第230次調査遺物計測表(3 ) 

土師器 小皿 a M-002 (10.0) 1.1 (7.0) ヘラ O × 

土師器 小皿a M-003 (9.6) 1.3 (6.8) ヘフ O 

土師器 丸底杯a M-004 15.0 3.2 

土師器 丸底杯a M-005 (15.2) 4.0 

土師器 丸底杯a M-006 (17.0) 4.2 

土師器 丸底杯a M-007 (15.4) 3.1+α 

土師器 丸底杯a M-008 (15.8) 3.7+α 

土師器 丸底杯a M-009 (15.4) 3.1 +α 

備考

用途不明

S-7 赤褐色土

種別 器種 図版番号 R一番号 口径 器両 底径 底部切離し 内底ナデ 板状圧痕 備 考

須恵器 蓋 4 第28図-1 R-001 (18.8) 2.0 

須恵器 聾 第28図-3 R-002 6.5+α 

須恵器 棄 第28図-2 R-003 (19.0) 7.8十 α

黒色土器A 椀 第28図-4 R-004 4.1 +α 

黒色土器A 椀 第28図-5 R-005 3.1 +α 

土師器 皿a M-001 14.0 2.0 10.5 ヘラ × × 写真資料

土師器 杯 a M-002 12.4 3.9 7.2 ヘラ 写真資料

土師器 杯 a M-003 (12.0) 4.2 (6.8) J¥フ × × 

土師器 杯 a M-004 (12.0) 2.6+α 

土師器 杯 a M-005 (12.0) 2.9+α 

S-lO 暗灰色土

種別 器種 図版番号 R一番号 口径 器高 底径 底部切離し 内底ナデ 板状圧痕 備 考

黒色土器A 椀 C 第16図-4 R-001 3.1十 α 8.0 O O 

土師器 椀 c1 第16図-1 R-002 2.6+α 7.2 O 

土師器 護 a 第16図-3 R-003 (26.2) 6.8+α 

土師器 蓋a 第16図-2 R-004 (21.6) 4.7+α 

黒色土器A 椀 第16図-5 R-005 (12.6) 3.4+α 

その他 土壁? R-006 写真資料

S-lO 灰褐色土

種別 器種 図版番号 R一番号 口径 器高 底径 底部切離し 内底ナデ 板状圧痕 備 考

土師器 杯 C 第16図-7 R-001 2.2十 α 9.4 O 

土師器 杯 第16図-6 R-002 2.85+α 

土師器 聾 a 第16図-9 R-003 (30.0) 15.1 +α 

土師器 聾 第16図-8 R-004 (20.0) 5.6+α 

黒色土器A 椀 第16図-10 R-005 3.4十 α

S-ll 明灰色土

種別 器種 図版番号 R一番号 口径 器高 底径 底部切離し 内底ナデ 板状圧痕 備 考

土師器 蓋 3 第24図-3 R-001 1.2+α 

土師器 聾 a 第24図-4 R-002 5.3+α 

須恵器 杯 第24図-2 R-003 4.6+α 

須恵器 杯 C 第24図-1 R-004 2.3+α (7.3) 
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種別 器種 図版番号

土師器 杯×皿 第14図-3

黒色土器B 小皿a 第14図ー 5

黒色土器A 椀 第14図-4

緑紬陶器 椀 第14図-6

緑紬陶器 椀 第14図ー 7

緑粕陶器 破片 第14図-9

緑紬陶器 皿 第14図-8

須恵器 握鉢 第14図-1

須恵器 担鉢 第14図-2

瓦 文字瓦 第14図-10

土師器 杯a

S -30 暗灰色土

種別 器種 図版番号

土師器 小皿a1 第15図-1

黒色土器B 椀 第15図-2

瓦 軒丸瓦 第15図-3

石製品 砥石 第15図-4

土師器 杯 a

土師器 杯 a

S -40 暗灰色土

種別 器種 図版番号

黒色土器A 椀 C 第25図-8

土師器 聾a 第25図-5

土師器 聾 a 第25図-6

土師器 雪量 a 第25図-7

大宰府条坊跡第230次調査 遺物計測表(4 ) 

R一番号 口径 器高 底径 底部切離し 内底ナデ

R-001 0.9十 α

R-002 (11.7) 1.9 (8.0) O 
R-003 (14.8) 3.9+α 

R-004 2.5十 α 8.6 

R-005 2.3+α (7.0) 

R-006 1.2+α (7.1) 

R -007 (12.8) 1.6+α 

R-008 2.2+α 

R-009 2.1+α 

R-010 

M-001 (11.2) 2.2 (6.8) J¥フ O 

R一番号 口径 器高 底径 底部切離し 内底ナデ

R-001 (9.0) 1.0 (6.3) ヘラ

R-002 1.7+α 

R-003 

R-004 

M-001 (13.4) 3.8+α (6.8) J¥フ O 

M-002 (13.0) 3.3+α (7.4) J¥フ O 

R一番号 口 径 器高 底径 底部切離し 内底ナデ

R-001 5.0+α (9.8) 

R-002 (24.6) 8.7+α 

R-003 (24.6) 6.8+α 

R-004 8.7+α 
」一一一
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板状圧痕

備考

備考

備考

横田E類

備考

京都産

備 考

畿内系

近江産
表土資料と接合

近江産

東海産

京都産

篠

篠

VI -3 I筑」

一一

板状圧痕 備 考

O 

備考

備考

板状圧痕 備 考



大宰府条坊跡第230次調査遺物計測表(5 ) 

土師器 聾 第25図-4 R-005 (16.2) 6.7+α 

土師器 費 第25図-2 R-006 (13.0) 3.4+α 

土師器 聾 第25図-3 R-007 3.2+α 

黒色土器A 椀 第25図-10 R-008 4.6+α 

黒色土器A 椀 第25図-9 R-009 (16.0) 4.2+α 

黒色土器A 椀 第25図-11 R-OlO 2.8+α 

須恵器 小葦 第25図-1 R-011 (4.6) 1.0 

灰紬陶器 椀 第25図-14 R-012 3.8+α 

瓦 軒丸瓦 第26図-25 R-013 瓦当

瓦 丸瓦 第26図-26 R-014 9.6 縄目

土製品 玉 第25図-15 R-015 2.7 用途不明

土製品 玉 第25図-16 R-016 2.2 用途不明

土製品 玉 第25図 17 R-017 2.3 用途不明

土製品 玉 第25図-18 R-018 1.3 用途不明

土製品 玉 第25図-19 R-019 2.1 用途不明

土製品 玉 第25図-20 R-020 1.7 用途不明

土製品 玉 第25図-21 R-021 1.8 用途不明

土製品 玉 第25図-22 R-022 2.4 用途不明

土製品 玉 第25図-23 R-023 1.9 用途不明

土製品 玉 第25図-24 R-024 1.5 用途不明

緑紬陶器 椀 第25図-13 R-025 (18.4) 5.8 8.0 京都産

黒色土器A 聾 第25図-12 R-026 (13.6) 6.0+α 

須恵器 聾 R -027 写真資料

土師器 杯×皿 R-028 写真資料

青(褐彩磁) 水注 R-029 長沙資窯系
写真料

土師器 皿a M-001 (13.6) 1.6 10.4 J¥フ

土師器 杯a M-002 12.2 3.3 7.2 ヘラ

土師器 持くa M-003 (12.4) 4.2+α (7.4) ヘラ

土師器 坪a M-004 (12.4) 3.7 7.2 ヘラ

土師器 坪a M-005 (13.4) 3.6+α (7.4) ヘラ

土師器 均二a M-006 (13.4) 3.6十 α (8.2) J¥フ

土師器 坪C M-007 (11.8) 3.5+α 

備考

京都産

種別 器種 図版番号 R一番号 口径 器品 底径 底部切離し 内底ナデ 板状圧痕 備 考

土師器 椀 C 第27図-1 R-001 2.6十 α (7.0) O 

黒色土器A 鉢 第27図-2 R-002 5.6+α 

青磁(褐彩) 水注 第27図-3 R-003 3.9+α 長沙窯系

石製品 砥石 第27図-4 R-004 

土師器 坪a M-001 (12.6) 3.5 (7.3) O 

備考

文字瓦(格子)XV
写真資料

1
1ム

ヴ

t



大宰府条坊跡第230次調査 遺物計測表(6 ) 

S -49 暗灰褐色土

種別 器種 図版番号 R一番号 口径 器高 底径 底部切離し 内底ナデ 板状圧痕 備 考

土師器 皿a 第28図-2 R-001 (14.0) 2.0 (10.0) ヘラ O 

土師器 皿a 第28図-1 R-002 (12.2) 1.6 (8.5) ヘラ O 

黒色土器A 椀 第28図-3 R-003 (12.4) 3.3十 α

黒色土器A 椀 第28図-4 R-004 3.8+α 

灰紬陶器 皿 第28図-5 R-005 1.3+α 

備考

備考

備考

備考

備考

備考

種別 器種 図版番号 R一番号 口径 器高 底径 底部切離し 内底ナデ 板状圧痕 備 考

須恵器 杯 a 第29図ー l R-001 (13.4) 3.1 (7.8) ヘラ O O 

土師器 聾 a 第29図-4 R-002 7.3+α 

土師器 杯 a 第29図-2 R-003 (13.8) (3.7) 7.0 ヘフ O 

土師器 杯 第29図-3 R-004 3.6+α 

S -53 黒灰色土

種別 器種 図版番号 R一番号 口径 器高 底径 底部切離し 内底ナデ 板状圧痕 備 考

須恵器 大椀 第29図-5 R-001 (21.2) 7.0+α 

土師器 皿a 第29図-9 R-002 (13.0) (1.7) (8.6) 

土師器 杯a 第29図-6 R-003 (12.4) 3.6 (6.0) 

土師器 杯 第29図-7 R-004 (14.4) 5.3十 α

土師器 椀 c1 第29図-8 R-005 15.0~ 15.4 5.6+α O 

黒色土器A 椀 c1 第29図-10 R-006 (19.2) 7.0 (8.5) O 

S-54 暗灰色土

種別 器種 図版番号 R一番号 口 径 器局 底径 底部切離し 内底ナデ 板状圧痕 備 考

須恵器 杯a 第30図-5 R-001 (13.0) 3.9 7.7 ヘフ O 

須恵器 聾 第30図-7 R-002 (18.0) 3.8+α 

須恵器 蓋3 第30図-2 R-003 (14.4) 1.4+α 

須恵器 蓋3 第30図-1 R-004 (13.6) 1.7+α 

須恵器 蓋3 第30図-3 R-005 (19.4) 2.4+α 

須恵器 皿a 第30図-6 R-006 2.1+α 
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大宰府条坊跡第230次調査 遺物計測表(7 ) 

須恵器 壷蓋 第30図-4 R-007 1.8+α 

土師器 蓋 c3 第30図-8 R-008 (17.0) 1.9+α 

土師器 血 C 第30図-11 R-009 (23.2) 1.9十 α

土師器 皿a 第30図-10 R-OlO (17.0) 1.3 (12.8) 

土師器 杯 C 第30図-9 R-011 (15.6) 5.3 (8.0) O 

土師器 聾 a 第30図-12 R-012 (16.4) 4.5十 α

土師器 費 a 第30図-13 R-013 (16.4) 4.3+α 

土師器 護 a 第30図-14 R-014 (26.8) 5.8+α 

土師器 護 第30図-15 R-015 (15.0) 5.7+α 

土師器 カマド 第30図-16 R-016 7.3十 α

備考

備考

畿内系

備考

種別 器種 図版番号 R一番号 口径 器高 底径 底部切離し 内底ナデ 板状圧痕 備 考

灰粕陶器 椀×皿 第31図-3 R-001 1.8+α (8.4) 

灰紬陶器 段皿 第31図-4 R-002 (17.4) 2.6十 α

土師器 椀 C 第31図-2 R-003 3.4+α (8.4) 

土師器 杯 第31図-1 R-004 (16.4) 3.7+α 

円
、

υ

門

i

備考

備考

備考

備考

備考



大宰府条坊跡第230次調査遺物計測表(8 ) 

灰色土

褐色土

備考

備考

備考

備考

防長産 S -18褐
灰色土・ S-32褐
色土と接合

東海産

備考

京都産

種 別 器種 図版番号 R一番号 口径 器高 底径 底部切離し 内底ナデ 板状圧痕 備 考

須恵器 杯 a 第33図-10 R-001 (13.2) 3.8 (9.2) ヘラ

須恵器 杯 C 第33図-11 R-002 4.6+α (8.0) 

須恵器 坪C 第33図ー14 R-003 3.0+α 

須恵器 杯 C 第33図-13 R-004 2.9+α 

須恵器 杯 C 第33図-12 R-005 2.2+α (8.6) 

須恵器 蓋 c1 第33図-2 R-006 (13.4) 2.6十 α

須恵器 蓋 1 第33図-3 R-007 (13.3) 1.8+α 

須恵器 蓋 1 第33図-5 R-008 1.7+α 

須恵器 葦 l 第33図-4 R-009 1.7十 α

須恵器 蓋 1 第33図-6 R-OlO 1.7+α 

須恵器 蓋 C 第33図-1 R-Oll 1.4+α 

須恵器 蓋 3 第33図-7 R-012 1.6+α 

須恵器 蓋 3 第33図-9 R-013 1.6+α 

須恵器 蓋 3 第33図-8 R-014 1.9+α 

須恵器 鉢 第33図-15 R-015 3.1 +α 

土師器 杯 C 第33図ー18 R-0l6 1.8+α 

土師器 杯 C 第33図-17 R-017 3.1+α 

土師器 杯 C 第33図-16 R-018 4.0+α 

土師器 高杯 第33図-19 R -019 8.5+α (16.2) 脚部

土師器 蓋 第33図ー20 R-020 (18.0) 10.4+α 

土師器 饗 第33図-22 R-021 2.9+α 

土師器 聾 第33図-21 R-022 6.3+α 
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図 版

※本書に掲載した写真図版番号は遺物の実測図と対応関係にあるが、

写真図版のみの資料に関してはR (遺物)番号またはM(計測遺物)

番号を表記した。



図版 1

開査区全景 (写真上が南東)

関査区全景 (写真上が北東)



図版 2
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図版 3

調査区南東壁土層断面
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230SD025全景 (写真上が北東)



図版 4

2308D030全景(西から)
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23088090全景 (酋から)
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6 版図

230SE005全景 (東から)
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230SK040全景 (北東から)
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図版 8

23050025崎灰色土

2305E005 
暗灰色土

5 

2305E006 
崎灰色土

2305E006暗灰色土

M-015 

23050010崎灰色土

• 

2305E005褐灰色土

2305E006 
崎灰色土

11 

2305E006 
暗灰褐色土

M-014 

230SD025・010、230SE005・006出土遺物

Rー凹6

4 

2305E006崎灰掲色土

19 

M-016 



図版 9

230SK040暗灰色土

R-028 

21 24 

230SK040出土遺物



図版 10

230SK095灰白色土

230SX007赤褐色土

230SX046褐灰色土

綱査区内褒土

230SK095、230SX007・048、調査区内出土遺物
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